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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 

 ＴＴＣ標準は、国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）勧告草案２０００年版Ｉ．３５６

“B-ISDN ATM Layer Cell Transfer Performance”(ITU-T SG13 2000 年３月会合ドキュメント Temporary 

Document (WP4/13))に準拠している。尚、このＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５６改版は、２０００年３月に開催さ

れたＩＴＵ－Ｔ ＷＴＳＣにて承認された。 

 

２．上記国際勧告などに対する追加項目等 

2.1 オプション項目 

 国際勧告のオプション項目に対する選択に関し、該当する項目はない。 

 

2.2 ナショナルマター項目 

 国際勧告にあり国内標準として決定を委ねられている項目はない。 

 

2.3 上記国際勧告を変更した項目 

2.3.1 誤記修正 

 特になし 

 

2.3.2 参照している勧告番号の相違点 

 ２０００年版ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５６の２章に示された参照勧告番号に、旧番号を使用したものがあ

る。本ＴＴＣ標準では読者の混乱を避けるため、最新のＴＴＣ標準番号の使用を原則とし、以下のように

した。 

 

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５６中の参照勧告、［２１］Ｉ．２９６１、［２２］Ｉ．２９６２、［２３］Ｉ．

２９６３シリーズは、その後のＩＴＵ－Ｔの審議により詳細化され、その勧告番号そのもののＩＴＵ－Ｔ

勧告自体存在しない。そこで、本標準中では最新のＩＴＵ－Ｔ勧告番号体系に対応しているＴＴＣ標準番

号を使用した。 

 

［２１］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６１．１：広帯域ＩＳＤＮディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．２（ＤＳＳ

２）追加トラヒックパラメータ（１９９７） 

［２２］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６２．１： 広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）ディジタル加入者線信号方

式Ｎｏ．２（ＤＳＳ２）呼／コネクション設定時のコネクション特性の交渉（１９９６） 

［２３］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６３．１： 広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）ディジタル加入者線信号方

式Ｎｏ．２（ＤＳＳ２） コネクション特性変更―コネクション所有者によるピークセルレート変

更（１９９７） 

 

・ＩＴＵ－Ｔ Ｉ．３５６中の参照勧告［１５］Ｉ．１１９５“B-ISDN ATM Layer Specification”は、その勧

告名称から以下の新番号を使用した。 

 

［１５］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１：広帯域ＩＳＤＮのＡＴＭレイヤ仕様（１９９９） 

 

2.4 その他 

 特になし。 
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３．改版の履歴 

 

 
４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

 ＪＴ－Ｉ３５６が参照している勧告・標準等 

 

 ＴＴＣ標準： 

  ＪＴ－Ｉ３６３．１、ＪＴ－Ｉ３７１、ＪＴ－Ｉ４１３、ＪＴ－Ｉ６１０、 

  ＪＴ－Ｉ３６１、ＪＴ－Ｑ２７６１、ＪＴ－Ｑ２７６２、ＪＴ－Ｑ２７６４、 

  ＪＴ－Ｑ２９３１、ＪＴ－Ｑ２９６１．１、ＪＴ－Ｑ２９６２．１、ＪＴ－Ｑ２９６３．１、 

  ＪＴ－Ｑ２９６５．１、ＪＴ－Ｉ４３０ 

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告： 

  Ｇ．１１４、Ｇ．８２６、Ｇ．８２８、Ｉ．１１３、Ｉ．３１１、Ｉ．３２１、Ｉ．３５０、 

  Ｉ．３５１、Ｉ．３５３、Ｉ．３５７、Ｏ．１９１、Ｉ．５７０、Ｑ.２９６５．２ 

 

 

版 数 制 定 日 改  版  内  容 

第１版 １９９７年１１月２６日 制 定 

第２版 ２０００年１１月３０日 

QoS クラス５、及びフレームベースの ATM 性能

パラメータの記述を追加。また、付属資料 D、

付録Ⅳを追加。 
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要約 
 本標準では、広帯域ＩＳＤＮコネクションのＡＴＭセル転送性能を定量化するためのパラメータを定義

する。セルが、交渉されたトラヒック契約に適合しないときに使用されるであろう調整されたパラメータ

の定義も含んでいる。本標準は、セル転送に関する暫定的な性能目標も含んでおり、そのいくつかはユー

ザのサービス品質（ＱｏＳ）の選択に依存する。本標準は、これらのＱｏＳクラスに関する定義も含んでい

る。最後に国際接続の設定に含まれる個々の国内区間への性能目標値の配分を記述している。 

 付属資料は、ＡＴＭアダプテーションレイヤの性能、セル転送遅延とセル遅延変動の起因となる要素、

性能測定方法、およびシグナリングを用いて転送されるＱｏＳ選択に関する情報を提供する。 

 

キーワード 
－ ＡＡＬ性能 

－ ＡＴＭ 

－ ＡＴＭ性能 

－ ＡＴＭ転送能力 

－ 広帯域ＩＳＤＮ 

－ 広帯域ＩＳＤＮ性能 

－ セルブロック 

－ セル遅延変動（ＣＤＶ） 

－ セルエラー率（ＣＥＲ） 

－ セル損失率（ＣＬＲ） 

－ セル誤挿入率（ＣＭＲ） 

－ セル転送遅延（ＣＴＤ） 

－ セル転送の評価 

－ エラーセル 

－ 仮想参照コネクション（ＨＲＸ） 

－ 国際区間 

－ 損失セル 

－ 誤挿入セル 

－ 国内区間 

－ ネットワーク性能（ＮＰ） 

－ 性能 

－ 性能配分 

－ 性能測定 

－ 性能モニタリング 

－ 性能目標 

－ サービス品質（ＱｏＳ） 

－ ＱｏＳクラス 

－ ＱｏＳ交渉 

－ シビアリエラーセルブロック 

－ シビアリエラーセルブロック率（ＳＥＣＢＲ） 

－ 成功した転送セル 

－ タギングされたセル 

－ 限界値の設定されない性能 

－ 規定しない性能 
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１．適用範囲 
 本標準は、広帯域ＩＳＤＮのＡＴＭレイヤでのセル転送における速度、精度、そして信頼性に関する性

能パラメータを定義する。定義されたパラメータは、エンド・エンドＡＴＭコネクションや特定の区間へ

適用される。パラメータは、ＡＴＭネットワークと接続されるカスタマ装置間の物理インタフェース、Ａ

ＴＭネットワーク間の物理インタフェースで観測されるＡＴＭセル転送参照イベントに基づいて定義され

る。 

 

注１ 本標準で定義されるパラメータは、広帯域ＩＳＤＮでサポートされるサービス要求条件の将来的な検

討によって追加、変更されることもある。 

注２ ６章で定義されるパラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１の交渉されるトラヒック契約に適合する

全てのセルを含むセル流に対し適用される。７章では、トラヒック契約に適合しないセルを含むセル

流に対して、その定義と測定方法を拡張する一方法を示している。この分野においては、更なる検討

が必要であることが認識されている。 

注３ 性能目標とその配分は、可用状態でのＡＴＭコネクションを特徴づけるものである。可用性を決定す

るパラメータ、対応する可用性パラメータと目標値は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５７の主題である。 

注４ 性能目標とその配分は、設計目標であり、ネットワークコネクションのかなりの部分で達成されると

期待できる。しかしながら、個別の交換型コネクションに対して保証される訳ではない。 

 

 ８章では、国際接続において、定義されたそれぞれのパラメータに対し達成されるＡＴＭ性能値を推奨

している。これらのいくつかは、コネクションに対しエンドユーザとネットワーク提供者が合意したＱｏ

Ｓクラスに依存する。８章では、５つの異なるＱｏＳクラスを定義している。９章では、推奨するエンド

・エンド国際接続における性能を達成するためにそれぞれの特定の区間が提供すべき配分された性能レベ

ルの方針を与える。 

 ４～７章は、国際接続でのバーチャルチャネルコネクション（ＶＣＣ）、国際接続でのバーチャルパスコ

ネクション（ＶＰＣ）に適用される。８、９章での国際接続における目標値と配分はＶＣＣとＶＰＣの両方

に適用される。しかし、国際接続でＶＰＣを使用するエンドユーザ（カスタマ）はしばしば個々のＶＣＣを

束ねるＶＰＣを使用する２つのネットワークと見なされる。それぞれのＶＣＣのエンド・エンド目標値を

満たすために、ＶＣＣを束ねるＶＰＣの性能はより良いものでなければならない。ＶＰＣの性能がどの程

度よくなければならないかは、今後の検討課題である。 

 

２．参照 
 以下のＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ勧告は、本章での参照を通じて本標準の規定となる。発行時は下記の版

が有効であった。本章での規定は全ての標準／勧告の改訂に従う。全ての標準の利用者は、下記の標準／

勧告の最新の修正版を用いる可能性を探るよう求められる。有効なＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ勧告のリスト

は定期的に発行される。 

 

 ［１］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．１１４：Ｏｎｅ－ｗａｙ ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ｔｉｍｅ (02/96) 

 ［２］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２６：Ｅｒｒｏｒ ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ  

ａｎｄ ｏｂｊｅｃｔｉ-ｖｅｓ ｆｏｒ ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｓｔａｎｔ  

ｂｉｔ ｒａｔｅ ｄｉｇｉｔａｌ ｐａｔｈｓ ａｔ ｏｒ ａｂｏｖｅ ｐｒｉｍａｒｙ 

ｒａｔｅ (02/99) 

 ［３］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２８：Ｅｒｒｏｒ ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ  

ａｎｄ ｏｂｊｅｃｔｉｖｅｓ ｆｏｒ ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｓｔａｎｔ  
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ｂｉｔ ｒａｔｅ ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ ｄｉｇｉｔａｌ ｐａｔｈｓ(02/00) 

 ［４］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１３：Ｖｏｃａｂｕｌａｒｙ ｏｆ ｔｅｒｍｓ ｆｏｒ ｂｒｏａｄｂａｎｄ 

ａｓｐｅｃｔｓ ｏｆ ＩＳＤＮ(06/97) 

 ［５］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１：Ｂ－ＩＳＤＮ ｇｅｎｅｒａｌ ｎｅｔｗｏｒｋ ａｓｐｅｃｔｓ 

(08/96) 

 ［６］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２１：Ｂ－ＩＳＤＮ ｐｒｏｔｏｃｏｌ ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｍｏｄｅｌ 

ａｎｄ ｉｔｓ ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ(04/91) 

 ［７］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５０：Ｇｅｎｅｒａｌ ａｓｐｅｃｔｓ ｏｆ ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ  

ｓｅｒｖｉｃｅ ａｎｄ ｎｅｔｗｏｒｋ ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ ｉｎ ｄｉｇｉｔａｌ 

ｎｅｔｗｏｒｋｓ， ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ ＩＳＤＮｓ (03/93) 

 ［８］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５１：Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｓ ａｍｏｎｇ ＩＳＤＮ  

ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｓ (06/97) 

 ［９］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５３：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｅｖｅｎｔｓ ｆｏｒ ｄｅｆｉｎｉｎｇ  

ＩＳＤＮ ａｎｄ Ｂ－ＩＳＤＮ ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ (08/96) 

［１０］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５７：Ｂ－ＩＳＤＮ ｓｅｍｉ－ｐｅｒｍａｎｅｎｔ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ 

ａｖａｉｌａｂｉｌｉｔｙ (08/96) 

［１１］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．１：広帯域ＩＳＤＮ ＡＴＭアダプテーションレイヤ仕様タイプ１（１

９９７） 

［１２］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１：広帯域ＩＳＤＮにおけるトラヒック制御と輻輳制御（１９９６） 

［１３］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３：広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース

構造（１９９３） 

［１４］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０：広帯域ＩＳＤＮの運用保守原則と機能（１９９９） 

［１５］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１： 広帯域ＩＳＤＮＡＴＭレイヤ仕様（１９９９） 

［１６］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１９１：Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ ｔｏ ａｓｓｅｓｓ ＡＴＭ ｌａｙｅｒ  

ｃｅｌｌ ｔｒａｎｓｆｅｒ ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ (02/00) 

［１７］ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｑ２７６１：広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）Ｎｏ．７信号方式Ｂ－ＩＳＤＮユー

ザ部（Ｂ－ＩＳＵＰ）の機能（１９９５）  

［１８］ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｑ２７６２：広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）Ｎｏ．７信号方式Ｂ－ＩＳＤＮユー

ザ部（Ｂ－ＩＳＵＰ）信号と信号情報の機能概要（１９９６）  

［１９］ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｑ２７６４：広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）Ｎｏ．７信号方式Ｂ－ＩＳＤＮユー

ザ部（Ｂ－ＩＳＵＰ）基本呼手順（１９９５）  

［２０］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１：広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様 基本呼／

コネクション制御（１９９７） 

［２１］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６１．１：広帯域ＩＳＤＮディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．２（ＤＳＳ

２）追加トラヒックパラメータ（１９９７） 

［２２］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６２．１： 広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）ディジタル加入者線信号方

式Ｎｏ．２（ＤＳＳ２）呼／コネクション設定時のコネクション特性の交渉（２０００） 

［２３］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６３．１： 広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）ディジタル加入者線信号方

式Ｎｏ．２（ＤＳＳ２） コネクション特性変更―コネクション所有者によるピークセルレート変

更（１９９７） 

［２４］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６５．１：広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）ディジタル加入者線信号方式

Ｎｏ．２（ＤＳＳ２） ＱｏＳクラスのサポート（２０００）  

［２５］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９６５．２：Ｄｉｇｉｔａｌ Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ  
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Ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ Ｎｏ．２ Ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ ｏf  

Ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ(12/99) 

［２６］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０：ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様（１９９７） 

［２７］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５７０：ｐｕｂｌｉｃ／ｐｒｉｖａｔｅＩＳＤＮ ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ 

    （０３／９３） 

 

３．略号 
本標準では、以下の略号を使用する。 

ＡＡＬ      ＡＴＭアダプテーションレイヤ 

ＡＢＲ      アベイラブルビットレート ＡＴＭ転送能力 

ＡＢＴ      ＡＴＭブロック転送能力 

ＡＢＴ／ＤＴ   遅延転送によるＡＴＭブロック転送能力 

ＡＢＴ／ＩＴ   即時転送によるＡＴＭブロック転送能力 

ＡＴＣ      ＡＴＭ転送能力 

ＡＴＭ      非同期転送モード 

Ｂ－ＩＳＤＮ   広帯域ＩＳＤＮ 

ＣＤＶ      セル遅延変動 

ＣＥＱ      カスタマ装置／カスタマネットワーク 

ＣＥＲ      セルエラー率 

ＣＬＰ      セル損失優先表示ビット 

ＣＬＲ      セル損失率 

ＣＭＲ      セル誤挿入率 

ＣＲＥ      セル参照イベント 

ＣＴＤ      セル転送遅延 

ＤＢＲ      確定ビットレート ＡＴＭ転送能力 

ＦＭ       順方向モニタリング 

ＧＣＲＡ     ジェネリックセルレートアルゴリズム 

ＨＥＣ      ヘッダ誤り制御 

ＨＲＸ      仮想的参照コネクション 

ＩＩＰ      国際運用者間区間 

ＩＮＩ      ネットワーク間インタフェース 

ＩＳＤＮ     サービス総合ディジタル網 

ＩＴＰ      国際中継区間 

ＭＣＳＮ     モニタリングセルシーケンス番号 

ＭＰ       測定ポイント 

ＭＰＩ      国際測定ポイント 

ＭＰＴ      ＴＢでの測定ポイント 

ＮＰ       ネットワーク性能 

ＮＰＣ      ネットワークパラメータ制御 

ＯＡＭ      運用保守 

ＰＣＲ      ピークセルレート 

ＰＤＨ      プレシオクロナスディジタルハイアラーキ 

ＰＬ       物理レイヤ 
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ＰＭ       性能モニタリング 

ＱｏＳ      サービス品質 

ＳＢＲ      統計ビットレート ＡＴＭ転送能力 

ＳＤＨ      同期ディジタルハイアラーキ 

ＳＥＣＢ     シビアリエラーセルブロック 

ＳＥＣＢＲ    シビアリエラーセルブロック率 

ＳＮ       シーケンス番号 

ＳＳＮ      交換／シグナリングノード 

Ｔ        理想的なセル到着間隔 

Ｔｍａｘ     セル損失検出タイマ 

ＴＵＣ      全ユーザセル 

Ｕ        規定しない／限界値の設定されない 

ＵＮＩ      ユーザ・ネットワークインタフェース 

ＵＰＣ      使用量パラメータ制御 

ＶＣ       バーチャルチャネル 

ＶＣＣ      バーチャルチャネルコネクション 

ＶＰ       バーチャルパス 

ＶＰＣ      バーチャルパスコネクション 

 
４．性能モデル 
 ＡＴＭセル転送性能は、ＡＴＭセルが測定ポイント（ＭＰｓ）を通過するとき、与えられた参照イベント

を観測し測定される。 

 

4.1 測定ポイントとコネクション区間 

 ＭＰｓには２タイプあると述べている。ＭＰＴｓはＴＢ参照点あるいはその近傍の測定する箇所であり、

従ってカスタマ装置／カスタマネットワーク（ＣＥＱ）あるいはその近傍である。ＭＰＩｓはコネクション

が国境を越える前後の、国際接続における交換／シグナリングノード（ＳＳＮ）に置かれた、測定する箇所

である。 

 

 測定ポイント（ＭＰ）：カスタマ装置／カスタマネットワーク（ＣＥＱ）または交換／シグナリングノー

ド（ＳＳＮ）のどちらか一方と、ＴＴＣで標準化されたプロトコルを観測できる付随する伝送システムを分

けるインタフェースに測定ポイントが置かれる。 

 

注 １ 用語ＳＳＮは、考慮中のトランスポートネットワークのＡＴＭレイヤにアクセスするどのような装

置でも集合的に示す。 

  ２ カスタマ装置とカスタマネットワークの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０とＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｉ．５７０をそれぞれ参照のこと。 

  ３ 定義されるように、ＭＰｓはコネクションにおいて多くの物理インタフェースで存在する。それは、

任意の対のＭＰｓ間の性能を規定する本標準の目的ではない－特に国内の対では。ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｉ３５６により、ＭＰＴｓとＭＰＩｓにより区切られた部分の性能を規定するだけである。 
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 広帯域ＩＳＤＮでは、ＡＴＭレイヤが利用可能なインタフェースにＭＰｓが置かれる。コネクションが

バーチャルチャネル（ＶＣ）かバーチャルパス（ＶＰ）であるかにより、プロトコルスタックの中の正確な

位置が決まる。 

・ＶＣ： 

 ＭＰｓは、ＶＣ多重分離機能の上のプロトコルスタックに、そしてセルレートポリシングなどの他のＶＣ

機能の下のプロトコルスタックにある。 

・ＶＰ： 

 ＭＰｓは、ＶＰ多重分離機能の上のプロトコルスタックに、そしてセルレートポリシングなどの他のＶＰ

機能の下のプロトコルスタックにある。 

 

ＡＴＭ
インタフェース

他のＶＣ機能
．．．ＭＰ（ＶＣ）
多重／分解（ＶＣ）

他のＶＰ機能
．．．ＭＰ（ＶＰ）
多重／分解（ＶＰ）

物理レイヤの
転送機能

上位レイヤ（ＡＡＬ、サービス）

ＶＣレイヤ

ＶＰレイヤ

物理レイヤ

ＡＴＭレイヤ

 
 

図４－１／ＪＴ－Ｉ３５６ ＡＴＭインタフェース内のＡＴＭレイヤＭＰｓの位置 

          (ITU-T I.356) 

 

 

 測定ポイントＴ（ＭＰＴ）：測定ポイントＴはＴＢ参照ポイントと関連したインタフェースに置かれる。

このインタフェースはＣＥＱを付随するデジタルセクションを分ける。 

 国内区間とその性能割り当ての境界を明確にするために、ＴＢ参照ポイントにＢ－ＩＳＤＮのためのＭＰ

Ｔが置かれる。これは図４－１／ＪＴ－Ｉ３５６において説明された理想的な位置と異なる。Ｂ－ＩＳＤ

Ｎ ＭＰＴで測定する２つの実用的な方法は： 

（１）ＭＰＴに物理測定器を置きＣＥＱの外側でＡＴＭプロトコル機能を折り返すこと。または、 

（２）ＡＴＭレイヤが観測できる最初のポイントのネットワーク内でされた観測によってＭＰＴの性能を概

算すること。 

 測定ポイントＩ（ＭＰＩ）：国際交換センター（ＩＳＣ）で伝送システムを終端するインタフェースに測

定ポイントＩが置かれる。国内の個々のＭＰＴでは、関連したＭＰＴｓの組は同じ国内のＭＰＩｓの組で

ある。ＭＰＩｓおよび個々の関連したＭＰＴｓは、性能目標が規定されるエンド・エンドコネクションの

区間を区切る。 

広帯域ＩＳＤＮでは、ＭＰＩの位置はＩＳＣ（または国境局、ＦＳ、もしＦＳがＡＴＭレイヤにアクセス

するならば）の国際側にある。 

（１）与えられた国の最後の出側ＭＰ。そして 

（２）与えられた国の最初の入側ＭＰ。 
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ＩＳＣ（またはＦＳ）の国内側ＭＰの設立、および国内区間のその性能割り当ては国内の問題であり個々

の国のネットワークトポロジーに依存する。 

 

注２ プライベートＡＴＭネットワークはＣＥＱであるとみなされる。プライベートネットワークは、この

パブリックネットワークモデルの片側もしくは両側のＭＰＴｓに、エンドユーザをつないでも良い。

エンド・エンドＱｏＳへのＣＥＱの定量的な影響は今後の課題であり、現在、本標準では示していな

い。 

 

 ＡＴＭコネクションは、性能管理の目的のため、３タイプのコネクション区間に必然的に分割されてい

る： 

・ 国内区間： 

  発側国、着側国、それぞれのＭＰＴとＭＰＩの間のコネクション区間。 

・ 国際中継区間（ＩＴＰ）： 

  一つの中継国内にある二つのＭＰＩ間のコネクション区間。ＶＣには、２つのＭＰＩ間にＶＣ交換又は

クロスコネクト要素が存在する。ＶＰには、２つのＭＰＩ間にＶＰ交換又はクロスコネクト要素が存在す

る。 

・ 国際運用者間区間（ＩＩＰ）： 

  異なる国にある２つのＭＰＩ間のコネクション区間。ＶＰには、２つのＭＰＩ間にＡＴＭ交換やクロス

コネクト要素は存在しない。ＶＣには、２つのＭＰＩ間にＶＰ交換やクロスコネクト要素が存在すること

もあるが、ＶＣ交換やクロスコネクト要素は存在しない。省略形ＩＩＰ（ｘ）（ｘ＝０，１，２，．．．）

は、ＶＣのＩＩＰを示し、「ｘ」は、ＶＰ交換又はクロスコネクト機能を提供し中継している国の数を表

す。 

 ＩＴＰとＩＩＰの全ての集合は、コネクションの国際区間である。図４－２／ＪＴ－Ｉ３５６と図４－

３／ＪＴ－Ｉ３５６は、これらの概念を説明したものである。 
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IIP
(0) ITP

MPTMPIMPIMPT

IIP(2)

MPI MPI

発側国

ｶｽﾀﾏ装置 / ｶｽﾀﾏﾈｯﾄﾜｰｸ（CEQ) - VC 発信元 / 受信側
VC 交換 / ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞﾉｰﾄﾞ（SSN）
VＰ 交換 / ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞﾉｰﾄﾞ（SSN）

中継国 中継国 中継国 着側国

国内区間国内区間

国際区間

 

ＭＰＴＭＰＴＭＰＴＭＰＴ : : : : Measurement  Point  at  TB （TB測定点）

ＭＰＩＭＰＩＭＰＩＭＰＩ        ：：：： International  Measurement  Point （国際測定点）

ＩＴＰＩＴＰＩＴＰＩＴＰ            ：：：： Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ｔｒａｎｓｉｔ  Ｐｏrtion （国際中継区間）

ＩＩＰＩＩＰＩＩＰＩＩＰ(X)(X)(X)(X)    ：：：： Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｔｏｒ  Ｐｏｒｔｉｏｎ （国際運用者間区間）
            with “Ｘ” intervening  Transit  Countries  providing  VP  switching  or  cross-connect  function
             

図４－２／ＪＴ－Ｉ３５６ ＶＣＣとそのコネクション区間の例 

             (ITU-T I.356) 
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ＭＰＴＭＰＴＭＰＴＭＰＴ : : : : Measurement  Point  at  TB （TB測定点）

ＭＰＩＭＰＩＭＰＩＭＰＩ        ：：：： International  Measurement  Point （国際測定点）

ＩＴＰＩＴＰＩＴＰＩＴＰ            ：：：： Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ｔｒａｎｓｉｔ  Ｐｏrtion （国際中継区間）

ＩＩＰＩＩＰＩＩＰＩＩＰ(X)(X)(X)(X)    ：：：： Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｔｏｒ  Ｐｏｒｔｉｏｎ （国際運用者間区間）
            with “Ｘ” intervening  Transit  Countries  providing  VP  switching  or  cross-connect  function
             

図４－３／ＪＴ－Ｉ３５６ ＶＰＣとそのコネクション区間の例 

             (ITU-T I.356) 
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4.2 セルベースのＡＴＭ参照イベント 

参照イベント：参照イベントは、ＭＰを通過するＴＴＣで標準化されたプロトコルに従って符号化され

た制御またはユーザ情報の個別なユニットの転送である。 参照イベントの２つのクラスが区別される。出

力イベントと入力イベント。 

 ユーザ情報セルが、ＳＳＮまたはＣＥＱから付属する伝送システムへ出て行くＭＰを通過する時、セル

出力イベントが発生する。 ユーザ情報セルが、付随する伝送システム内のＳＳＮまたはＣＥＱに入るＭＰ

を通過する時、セル入力イベントが発生する。 

 

注 理想的なＭＰの代わりに物理インタフェースで参照イベントが観測される場合において、ＳＳＮまたは

ＣＥＱから出て行くセルの最初のビットの観測によって実際の出力イベント発生の時刻が推測される。 

ＳＳＮまたはＣＥＱの外のセルの最後のビットの観測によって実際の入力イベント発生の時刻が推測

される。 

 

 アンアサインドセルは参照イベントを作成しない。 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６の文脈では、規定された

バーチャルコネクションのための出力イベントと入力イベントを作成する唯一のセルが以下の特性によっ

てＭＰを通過する。 

・ 標準の物理レイヤ手順は、ＨＥＣ処理を含むセルの記述および承認をしている。 

・ ＶＰＩまたはＶＰＩ／ＶＣＩ（適切な）フィールドは、観測されたコネクションと一致している（ＨＥ

Ｃ処理後）。 

・ ペイロードタイプフィールドはユーザ情報セルを示す（ＨＥＣ処理後）。 他のセルのための参照イベン

トは今後の検討課題である。 

したがって、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６の性能標準はユーザ情報セルの転送にのみ適用する。 

 

注 ネットワーク提供者は、エンド・エンドＯＡＭセルのような他のエンド・エンドユーザセルも、同じＱ

ｏＳにするよう努めるべきである。ユーザ情報セルを転送する方法と同じ様に、ネットワークがこれら

のセルを転送することは予想できるので、それらの転送性能は類似していると仮定しても良い。ユーザ

情報セル以外のタイプの性能については、今後の検討課題である。 

 

4.3 フレームベースのＡＴＭ参照イベント 

フレームベースの参照イベントは、フレームと呼ばれる連続するＡＴＭセルの区切られたグループに対

し提供されたＡＴＭ性能に関心のあるアプリケーションを補助するために定義されている。これらのアプ

リケーションは、個々のセルに提供された性能に多くの興味をもつわけではない。そのようなアプリケー

ションでは、フレーム内の単一セルの損失または誤りは、そのフレーム内の複数セルの誤りと同じくらい

性能問題になるかもしれない。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１はＡＡＬ５フレームとＡＢＴ／ＩＴ ＡＴＣの両方のためのフレームセルシ

ーケンスを定義している。前述のセル出力および入力イベントの定義を使用し、２つのフレーム参照イベ

ントの定義を以下に述べる。 

 フレーム入力イベント：ＡＡＬ５フレームシーケンスでは、フレーム入力イベントはフレームの最後の

ユーザデータセルに対するセル入力イベントの発生である。ＡＢＴ／ＩＴフレームシーケンスでは、フレ

ーム入力イベントはシーケンスの最後を記述するＲＭセルに対するセル入力イベントの発生である。 

 フレーム出力イベント：ＡＡＬ５フレームシーケンスでは、フレーム出力イベントはフレームの最後の

ユーザデータセルに対するセル出力イベントの発生である。ＡＢＴ／ＩＴフレームシーケンスでは、フレ

ーム出力イベントはシーケンスの最後を記述するＲＭセルに対するセル出力イベントの発生である。 
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4.4 Ｂ－ＩＳＤＮ性能のレイヤ性質 

 図４－４／ＪＴ－Ｉ３５６は、広帯域ＩＳＤＮ性能の面から見た階層構造を示している。広帯域ＩＳＤ

Ｎユーザに与えられるネットワーク性能（ＮＰ）は、３つのレイヤの性能に依存する： 

－物理レイヤは、プレシオクロナスディジタルハイアラーキ（ＰＤＨ）、同期ディジタルハイアラーキ（Ｓ

ＤＨ）又はセルベース転送システムのどれかである。このレイヤは、ＡＴＭ技術を用いた装置により、コ

ネクションが交換又はクロスコネクトされる位置で終端される。従って物理レイヤは、このような交換が

行われる時、エンド・エンドの意味を持たない。 

－ＡＴＭレイヤはセルベースである。ＡＴＭレイヤは、物理媒体やアプリケーションとは独立した物であり、

エンド・エンドの意味を持つ。本標準は、ＡＴＭレイヤのネットワーク性能を規定する。 

－ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）は、上位レイヤの要求を満たすために、ＡＴＭレイヤにより与

えられた性能を高めることがある。ＡＡＬは、複数のプロトコルタイプをサポートし、各々が異なる機能

と異なる性能を与える。 

 ＡＴＭレイヤのネットワーク性能（ＮＰ）と、ＡＡＬタイプ１により与えられるＮＰとの間の定性的な関

係は、付属資料Ａで説明される。ＡＴＭレイヤのネットワーク性能および物理レイヤの性能と、各ＡＡＬ

との間の定量的な関係を、進展させていくつもりである。 

 

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ３５６
ＶＰのネットワーク性能

ATM-VCレイヤ

ATM-VPレイヤ

物理レイヤ (PL)

AAL
1 2 3/4 5

ATM転送方式を用いた
VP交換又はクロスコネクト

ATM転送方式を用いた
VC交換又はクロスコネクト

AAL Type１   の NP

AAL Type２   の NP

AAL Type 3/4の NP

AAL Type５   の NP

ＰＬ ＰＬ

ATM-VPレイヤ
ATM-VＣ   レイヤ

ＶＰ

ＰＬ

AAL
５ ２ １3/4

      物理レイヤ
（注－ ＩＴＵ－Ｔ勧告
 Ｇ．８２６にて規定）

ＶＰ

ＰＬ

ATM-VCレイヤ

ATM-VPレイヤ

物理レイヤ (PL)

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ３５６
ＶＣのネットワーク性能

ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ３５６
ＶＰのネットワーク性能

 

図４－４／ＪＴ－Ｉ３５６ 広帯域ＩＳＤＮの性能の階層モデル 

             (ITU-T I.356) 

 

注 物理レイヤの性能パラメータと目標値の追加の必要性は、検討中である。 
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５．ＡＴＭセル転送の評価 
 以下において、バーチャルチャネル又は、バーチャルパスのＡＴＭセルの順序が保持されることを仮定

している（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０参照）。 

 二つのセル参照イベントは、あらかじめ定義された一組の境界点で“同一”のセルによって生成される

ならば、対応しているという。 

 二つのセル参照イベントが、“同一”のセルに起因するものであったかどうかに関する実用的な決定は

、通常、特別なものであり、ＶＰ／ＶＣ識別、セル順序、セル内容の組み合わせに依存する。 

 二つの対応する転送参照イベントＭＰ１とＭＰ２におけるそれぞれのＣＲＥ１とＣＲＥ２を考慮すること

で、幾つかの起こりうるセル転送が定義される。 

 転送されるセルは、正常に転送されるか、エラーが発生するか、タグが付与されるか、損失するかの何

れかである。 

 対応する送信セルが存在しない受信セルは、誤挿入されている。 

 図５－１は、セル転送の定義を説明している。 

 

正常転送
成功したセル転送

       CRE 2

有効ﾍｯﾀﾞとｴﾗｰ無
しﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

t≦Tmax

CRE １

エラーセル
t≦Tmax

CRE １

タギングセル
   CRE 2 (CLP=1)
有効ﾍｯﾀﾞとｴﾗｰ無
しﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

t≦Tmax

CRE １ (CLP=0)

CRE １

XXX

CRE １

損失セル

t＞Tmax

損失セル

誤挿入セルCRE 2 

（注）

MP 1 MP 2

注　 この評価はセル内容に無関係に生じる

CRE 2 

（注）

      CRE 2

無効ﾍｯﾀﾞあるいは
ｴﾗｰ有りﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

 

 

図５－１／ＪＴ－Ｉ３５６ セル転送の評価 

                  (ITU-T I.356) 
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5.1 正常セル転送 

 正常セル転送は、ＣＲＥ１に対応しているＣＲＥ２がＣＲＥ１の規定時間Ｔmax範囲内であり、 

１）受信セル情報フィールドのバイナリィ内容が対応する送信セルに正確に一致し、かつ、 

２）そのセルが有効なヘッダフィールドにて受信された。 

ときに存在する。 

 

5.2 タギングセル 

 タギングセルは、ＣＲＥ１に対応しているＣＲＥ２が、ＣＲＥ１の規定時間Ｔmax範囲内であり、 

１）受信セル情報フィールドのバイナリィ内容が、対応する送信セルに正確に一致し、かつ、 

２）そのセルが有効なヘッダフィールドにて受信され、かつ、 

３）ＣＬＰビットがＭＰ１おけるＣＬＰ＝０からＭＰ２におけるＣＬＰ＝１に変更された。 

ときに存在する。 

 

注 ネットワークによってタギングされ、及びその情報フィールド内にエラーを持ったセルは、エラーセル

を生成するが、タギングセルを生成しない。 

 

5.3 エラーセル 

 エラーセルは、ＣＲＥ１に対応しているＣＲＥ２が、ＣＲＥ１の規定時間Ｔmax範囲内であるが、 

１）受信セル情報フィールドのバイナリィ内容が対応する送信セルと異なる、または、 

  （即ち、一つまたはそれ以上のエラーが受信セル情報フィールド内に存在する） 

２）ＨＥＣ手順が完了した後に、セルが無効なヘッダフィールドにて受信された。 

ときに存在する。 

 

注１ ＨＥＣによって未検出または誤訂正され、ヘッダエラーとなった殆どのセルは、ＡＴＭレイヤ手順に

より誤転送され、結果としてＣＲＥ２が存在しない。 

   このようなセル転送の試みは、損失セルとして分類される。 

注２ 無効なヘッダフィールドの例として、 ＭＰ１におけるＣＬＰ＝１からＭＰ２におけるＣＬＰ＝０への

ＣＬＰビットの変更がある。 

注３ ネットワークによってタギングされ、及びその情報フィールド内にエラーを持つセルは、エラーセル

を生成する。 

 

5.4 損失セル 

 損失セルは、ＣＲＥ１に対応しているＣＲＥ２が規定時間Ｔmax範囲内で生じないときに存在する。 

 

注 カスタマ装置が原因で生じるセル損失は、ネットワーク性能を評価することにおいては除外される。

ネットワークが原因となりカスタマ装置内で発生しているセル損失の評価は、今後の検討課題である。 

 

5.5 誤挿入セル 

 誤挿入セルは、対応しているＣＲＥ１がなく、ＣＲＥ２が生じたときに存在する。 
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5.6 シビアリエラーセルブロック 

 セルブロックは、あるコネクション上の連続して送信された一連のＮ個のセルである。 シビアリエラー

セルブロックは、Ｍ個以上のエラーセル、損失セルまたは誤挿入セルが、受信したセルブロックで観測さ

れたときに存在する。 

 合計セルフローに対するセル損失率規定がある場合、その時の全てのセル損失は、ＳＥＣＢの規定によ

り考慮される。合計セルフロー、ＣＬＰ＝０＋１またはＣＬＰ＝１のセルフローのセル損失率に関する性

能規定がない場合（例えば、８章で定義されているバイレベルクラス）、その時のＣＬＰ＝１の損失セルは

ＳＥＣＢの規定により考慮されない。そのような場合において、ＣＬＰ＝１の送信セルは、セルブロック

を構成するセルとしてカウントされる。しかし、ＣＬＰ＝１の損失セルは、ＳＥＣＢのしきい値Ｍと比較

する損失セルとしてカウントされない。ＣＬＰ＝１のエラーセルと誤挿入セルは、しきい値と比較する値

としてカウントする。（詳細は、付属資料Ｃ 参照） 

 Ｎの値は、合計セルフロー、つまり、とＣＬＰ＝０＋１のピークセルレート（ＰＣＲ）で一意に決定され

る。Ｎの値は、コネクションがＰＣＲで運用している時は必ず、１秒間に１２．５から２５の送出セルブ

ロックがあるように設計される。１２８セル未満のセルブロックサイズは、今後の検討課題である。Ｍの

値は、Ｎの１／３２とする。 

 

     Ｎ＝         、  Nの値は最も近い２のべき乗数に切り上げられる。 

 

     Ｍ＝       

 

表５－１／ＪＴ－Ｉ３５６ セルブロックサイズとＳＥＣＢしきい値の計算結果 

          (ITU-T I.356) 

 

ＰＣＲ（セル／秒） （Mbit/sでのユーザ情報

レート） 

Ｎ（ブロックサイズ） Ｍ（しきい値） 

0<x<3200 (0<y<1.23) 128 4 

3200<x<6400 (1.23<y<2.46) 256 8 

6400<x<12800 (2.46<y<4.92) 512 16 

12800<x<25600 (4.92<y<9.83) 1024 32 

25600<x<51200 (9.83<y<19.66) 2048 64 

51200<x<102400 (19.66<y<39.32) 4096 128 

102400<x<204800 (39.32<y<78.64) 8192 256 

204800<x<409600 (78.64<y<157.29) 16384 512 

409600<x<819200 (157.29<y<314.57) 32768 1024 

 

注１ Ｎの値に関するものは、819200セル/秒までのＰＣＲに対して有効である。 

   819200セル/秒を超えるＰＣＲに対するＮとＭの値は今後の検討課題である。 

注２ 現実的な測定法としては、セルブロックはＯＡＭセルブロックにより近似される。 

   ＯＡＭのブロックサイズは、ブロック毎に変化することもある。しかし、ＳＥＣＢ率（節 6.4 参照）

を近似するならば、ＯＡＭブロックサイズは平均してＰＣＲに対する適当なある特定のＮの値にする

べきである。 

 

 ＰＣＲ 

 ２５ 

  Ｎ 

 ３２ 
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5.7 正常および誤りフレーム 

 正常フレームは、上流のＭＰ１におけるフレーム参照イベントに対応するＭＰ２でのフレーム参照イベン

トが与えられた時間間隔Ｔｍａｘ範囲内に生じるときに発生する。フレーム中のいかなるユーザデータセルに

関しても以下のセル転送結果は発生していない。 

 ・損失セル、誤挿入セル、またはエラーセル 

誤りフレームは、上流のＭＰ１におけるフレーム参照イベントに与えた時間間隔Ｔｍａｘ範囲内に、対応す

るＭＰ２でのフレーム参照イベントが存在しないときに発生する。フレーム中のユーザデータセルの１つま

たはそれ以上に関して以下のセル転送結果のうち１つまたはそれ以上が、発生している。 

・損失セル、誤挿入セル、エラーセル 

注 ＡＢＴ ＲＭ手順は定常的にＡＢＴ ＲＭセルのペイロードを変更しているので、ＡＢＴ ＲＭセル

の変更はフレームの誤りとみなさない。 

 

６．ＡＴＭ性能パラメ－タ 
 本章では、５章で規定された転送実績を用いて、ＡＴＭセル転送性能パラメータの組を定義する。全て

のパラメータはＭＰにおける観測に基づいて評価しても良い。セル転送性能の測定方法は付属資料Ｃに記

述されている。 

 

6.1 セルエラー率 

 セルエラー率（ＣＥＲ）は、対象とする一群のセル内の、転送に成功したセルとエラーセルの総数に対す

る総エラーセル数の比率である。シビアリエラーセルブロックに含まれる、転送に成功したセルおよびエ

ラーセルは、セルエラー率の計算からは除外される。 

 

6.2 セル損失率 

 セル損失率（ＣＬＲ）は、対象とする一群のセル内の、総転送セル数に対する、総損失セル数の比率であ

る。シビアリエラーセルブロックに含まれる、転送セルおよび損失セルは、セル損失率の計算からは除外

される。セル損失率の対象は、ＣＬＲ0、ＣＬＲ0+1、ＣＬＲ1の３種類である。 

 節 6.2, 6.2.1, 6.2.2および6.2.3の定義は包括的であり、ＵＰＣ／ＮＰＣメカニズムにおいて発生するセル損

失を含む。従って、これらの定義には、不適合トラヒック、およびＵＰＣ／ＮＰＣの誤動作に起因するセ

ル損失が含まれている。このように定義することにより、これらのパラメータは観測されたＱｏＳの代表

値となるので、全てのセルがトラヒック契約に適合している時には、ネットワーク性能の評価に適してい

る。 
 

注１ ７章には、いくつかのセルがトラヒック契約に適合していない場合に、ネットワーク性能の評価に用

いることが可能な、調整されたＣＬＲの定義を示している。 

注２ ＣＬＲ契約を満たすために、ネットワーク提供者はＵＰＣ／ＮＰＣメカニズムの性能を評価する必要

がある。付録ⅠにＵＰＣ／ＮＰＣメカニズムを評価するための情報を示している。 

 

6.2.1 ＣＬＲ0 

 Ｎt（０）は転送されたＣＬＰ＝０のセル数を示し、Ｎl（０）は損失ＣＬＰ＝０セルとタギングされたＣＬ

Ｐ＝０セルの総数を示すとする。高優先セルに対するセル損失率（ＣＬＲ0）は、Ｎl（０）のＮt（０）に対

する比率である。 

 

注１ この定義によれば、ネットワークがタギングしたセルは、高優先セル流から損失した（おそらく過剰
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ポリシングにより）と見なされる。 

注２ ７章には、いくつかのセルがトラヒック契約に適合していない場合に、ネットワーク性能の評価に用

いることが可能な、調整されたＣＬＲ0の定義を示している。 

 

6.2.2 ＣＬＲ0+1 

 Ｎt（０＋１）は転送されたセルの総数を示し、Ｎl（０＋１）は損失セル数を示すとする。合計セル流に対

するセル損失率（ＣＬＲ0+1）は、Ｎl（０＋１）のＮt（０＋１）に対する比率である。 

 

注１ ネットワークがタギングしたセルは、合計セル流から損失されたとは見なされない。 

注２ ７章には、いくつかのセルがトラヒック契約に適合していない場合に、ネットワーク性能の評価に用

いることが可能な、調整されたＣＬＲ0+1の定義を示している。 

注３ 全てのセルがＣＬＰ＝１の場合、ＣＬＲ0+1はＣＬＲ1と等しい。 

 

6.2.3 ＣＬＲ1 

 Ｎt（１）は転送されたＣＬＰ＝１のセルの総数を示し、Ｎl（１）は損失ＣＬＰ＝１セル数を示すとする。

低優先セルに対するセル損失率（ＣＬＲ1）は、Ｎl（１）のＮt（１）に対する比率である。 

 

注１ この定義によれば、ネットワークがタギングしたセルは（依然として、合計セル流に対するトラヒッ

ク契約には適合しているが）、ＣＬＲ1の分母および分子のいずれにも含まれない。 

注２ ＣＬＲ1 は、定義にあるように、ユーザが感知する低優先トラヒックに対するセル損失率を定量化し

ている。 

 

6.3 セル誤挿入率 

 セル誤挿入率（ＣＭＲ）は特定の時間間隔中に観測された誤挿入セルの総数をある時間間隔 1)で割ったも

のである。（コネクションの存続時間当たりの誤挿入セル数と等しい。） 

 シビアリエラーセルブロックに含まれる誤挿入セルとその時間は、セル誤挿入率の計算から除外される

。 

 

6.4 シビアリエラーセルブロック率 

 シビアリエラーセルブロック率（ＳＥＣＢＲ）は、対象とする一群のブロックにおける、総セルブロック

数に対するシビアリエラーセルブロック数の比率である。 

 

注 シビアリエラーセルブロックのパラメータはセル転送エラーのバーストを定量化する手段およびその

バーストがセルエラー率、セル損失率、セル誤挿入率および関連する有効性を示すパラメータの観測値

に影響を与えることを防止する手段を提供する。 

 

6.5 セル転送遅延 

 節 6.5, 6.5.1および 6.5.2は転送に成功したセル、エラーセルおよびタギングセルにのみ適用できる。 

 セル転送遅延（ＣＴＤ）は時間ｔ２－ｔ１であり、これは対応する２つのセル転送イベント、時刻ｔ１に

おけるＣＲＥ1、時刻ｔ２におけるＣＲＥ2の発生時間の差を示している。 

                                                             
1) 定義によれば、誤挿入セルは対象コネクション上で対応する送信セルがない受信セルである。特定コネクションのセル
誤挿入は、それまでこのコネクションに関連しなかったいかなるセルにも影響を与える物理レイヤの欠陥によって引き起
こされる。誤挿入セルを発生させるメカニズムは、観測コネクション上で転送されたセルの数に関係しないので、この性
能パラメータは比率としてではなくレートとして表現される。 
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 なお、ｔ２＞ｔ１、ｔ２－ｔ１≦Tmaxとする。Tmaxの値は今後の検討課題であるが、現実に観測される最

大セル転送遅延よりも大きくなければならない。 

 

6.5.1 平均セル転送遅延 

 平均セル転送遅延はある特定のセル転送遅延の算術平均である。 

 

6.5.2 セル遅延変動（ＣＤＶ） 

 ＣＤＶに関連する２つのセル転送パラメータが定義されている。１つは１ポイントＣＤＶであり、１つ

のＭＰにおける一連の連続セル到着の観測に基づいて定義される。もう１つは２ポイントＣＤＶであり、

仮想コネクションの境界を示す２つのＭＰにおいて、対応するセルの到着を観測することにより定義され

る。 

 １ポイントＣＤＶパラメータは、取り決められたピークセルレート１／Ｔ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参

照）を参照したセル到着イベント（入力あるいは出力）のパターンの変動を示す。 

 この変動はセル発信元（カスタマ装置）に存在する変動、およびセル発信元と特定のＭＰの間の全てのコ

ネクション区間で導入（あるいは除去）された変動の累積値を含む。 

 この変動はＭＰにおけるセル適合性、およびネットワークのキューに関連する可能性がある。また、Ａ

ＡＬ１においてＣＤＶを補償するために用いられることがあるバッファリングの手順にも関連する可能性

がある。 

 ２ポイントＣＤＶパラメータは、コネクションのある区間の入力（測定点ＭＰ1）におけるセル送信イベン

トのパターンを参照した場合の、その区間の出力（測定点ＭＰ2）におけるセル到着イベントのパターンの変

動を表現する。このパラメータにはコネクション区間において導入された遅延変動のみが含まれる。２ポ

イントＣＤＶでは、コネクション区間の性能を直接測定しており、また、その区間内に存在しうるセルキ

ューの最大（あるいは合計）長を表示する。ＡＴＭネットワーク性能規定において、セルキューに対するこ

れらのＣＤＶに関するパラメータと、アプリケーションの関係についての補足的な情報は、付属資料Ｂに

述べられている。 

 

6.5.2.1 １つのＭＰにおける１ポイントＣＤＶ 

 １つのＭＰにおけるセル k の１ポイントＣＤＶ（ｙk）は、ＭＰにおけるセルの参照到着時刻（ｃk）と実

際の到着時刻（ａk）の差ｙk=ｃk-ａk である（図６－１（ａ）／ＪＴ－Ｉ３５６参照）。参照到着時刻のパ

ターン（ｃk）は以下のように定義される。 

 

 ｃ0＝ａ0＝0, 

 ｃk+1＝ｃk＋Ｔ ｃk≧ａkの場合 

 ＝ａk＋Ｔ  上記以外 

 

 １ポイントＣＤＶの正の値（早いセル到着）は、セルのクランピングに対応し、負の値（遅いセル到着）

は、セルストリームのギャップに対応する。上記で定義した参照パターンは、規定上のギャップとセルク

ランピングの測定の影響を排除する。2) 

 

                                                             
2) 参照クロックは、遅れたセルの到着後直ちに、実際の到着時刻と期待到着時刻の差分に等しい値だけスキップする。 
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6.5.2.2 ２つのＭＰ間のセル遅延変動（2ポイントＣＤＶ） 

 ＭＰ1およびＭＰ2間のセル kに対する２ポイントＣＤＶ（vk）は、２つのＭＰ間のセル kの絶対セル転送

遅延（ｘk）と、同じＭＰ間の定義された参照セル転送遅延（ｄ1, 2）との差分 vk ＝ ｘk - ｄ1, 2である。（図

６－１（ｂ）／ＪＴ－Ｉ３５６参照） 

 ２つのＭＰ間のセル kの絶対セル転送遅延（ｘk）は、 ＭＰ2におけるセルの実際の到着時刻（ａ2k）と、 Ｍ

Ｐ1におけるセルの実際の到着時刻（ａ1k）の差分 ｘk ＝ ａ2k - ａ1k 
3)
 である。 ＭＰ1およびＭＰ2間の参照

セル転送遅延（ｄ1, 2）は、２つのＭＰ間でセル 0に加えられる絶対セル転送遅延である。 

 

注 セル 0の規定は今後の検討課題である。 

 

 ２ポイントＣＤＶの正の値は、参照セルに加えられるセル転送遅延よりも大きいことを示し、２ポイン

トＣＤＶの負の値は、参照セルに加えられるセル転送遅延よりも小さいことを示している。２ポイントＣ

ＤＶの分布は、参照セルに加えられる遅延と等しい固定値を差し引いて置き直した、絶対セル転送遅延の

分布と同一である。 

 付属資料Ｃは、ＣＢＲサービスを提供するコネクションに対する１ポイントＣＤＶ値（ｙk）の観測に基づ

いて、連続して転送されたセルに対する２ポイントＣＤＶの分布の範囲を推定する、１つの方法を示して

いる。付属資料Ｂは２ポイントＣＤＶの確率分布の上限とセル損失率の関係について述べている。 

 

                                                             
3) 変数 a1kと a2kは同一の参照クロックを用いて測定される。 
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ＭＰ２におけるセルｋの実際の到着時刻
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図６－１／ＪＴ－Ｉ３５６ セル遅延変動（ＣＤＶ）パラメータの定義 

           （ITU-T I.356） 
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6.6 セルフロー関連パラメータ 

 ＡＴＭコネクションのセル転送総容量を定量化する、ネットワーク性能パラメータは、今後の課題であ

る。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１に定義されている、ある特定のＡＴＭ転送能力に対して新たなパラメータ

が必要となることがある。ＡＢＴ／ＤＴ転送能力に対しては、新たなセルブロックレートの要求に対して

、ネットワークが拒否した回数を定量化することが適切であろう。 ＡＢＴ／ＩＴ転送能力に対しては、ブ

ロック転送失敗の回数を定量化することが適切であろう。ＡＢＲ転送能力に対しては、ネットワークによ

るフロー制御メカニズムのサポートおよびその使用を定量化することが適切であろう。 

 

6.7 フレームベースのＡＴＭパラメータ 

 以下のフレームベースのＡＴＭ性能パラメータが定義される。 

フレーム転送遅延： 

正常フレーム転送の２つのフレーム参照イベントの間の経過時間 

誤りフレーム率： 

正常および誤りフレーム転送の総数に対する誤りフレーム転送の比率 

 

注 The ATM Forum文書「ATM Forum Performance Testing Specification」（１９９９年１０月）では、分離

されたＡＴＭ網要素の遅延の測定に有用であろう Message-In-Message-Out（ＭＩＭＯ）遅延と呼ばれる

フレームベースのパラメータが定義されている。 
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７．いくつかのセルが不適合である場合のネットワーク性能 
 本章では、いくつかのセルが取り決めたトラヒック契約に適合しないときに適用できるネットワーク性

能パラメータを定義することの問題について述べる。 

 ユーザがＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１において示されたトラヒック契約を取り決めたと仮定する。そのよ

うな契約は、１つまたはいくつかのトラヒックパラメータ及びＱｏＳ要求を規定する。コネクション上で

不適合セルが観測された場合、ネットワークはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１のセル適合定義で標準化された

理想的なＵＰＣ／ＮＰＣメカニズムによって、不適合セルの数と同数のセルを廃棄することを許される。

そのような廃棄されたセルは、ネットワークのＣＬＲ性能を評価する際、損失セルとみなされない。 

 観測された不適合セルの数に基づいて、不適合コネクションとみなすための基準を定義することはネッ

トワークの特権である。不適合コネクションと判定されたとき、ネットワーク性能契約を遵守する必要は

ない。しかしながら、コネクションが不適合セルを含んでいても、それが不適合コネクションと判定され

なければ、ネットワークは修正したネットワーク性能契約の提供を選択しても良い。本章では、不適合セ

ルの発生を補足的に考慮し、修正されたネットワーク契約の評価方法を提供するために、６章のネットワ

ーク性能パラメータ定義を調整する。 

 

7.1 不適合セルの数を計算するための方法 

 ここで、ユーザがその全体のセルフローに適用される 1 つのセルレートを取り決めたと仮定する。 

 Ｔとτは、それぞれ取り決められた送出間隔と関連するＣＤＶ許容値を示す。 

 (ｙ’ｋ)とそれに対応する理論上の時間(ｃ’ｋ)を次のとおり定義する: 

   c’0  ＝ a0 

   ｙ’ｋ ＝ ｃ’ｋ－ aｋ 

   ｃ’ｋ+1 ＝ ｃ’ｋ       ｃ’ｋ ＞ ａｋ＋τの時 

      ＝ ａｋ＋Ｔ     ｃ’ｋ ≦ ａｋの時 

      ＝ ｃ’ｋ＋Ｔ     上記以外 

 

 これらの式は、節 6.5.2.1 において示された１ポイントＣＤＶの修正である。いくつかのセルｊ＜ｋに関

してｙ’ｊ がτよりも大きい（等価的に、いくつかのセルｊ が不適合である）場合に限り、修正されたＣ

ＤＶパラメータ ｙ’ｋ は、１ポイントＣＤＶ ｙｋ と異なる。 

 この式は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１において定義されたＧＣＲＡの動作を反映する。すなわち、セル

ｋは、 ｙ’ｋ ＞τである場合に限り、ＧＣＲＡに規定されたように不適合となる。 

 図７－１／ＪＴ－Ｉ３５６は、ＭＰにおいて受信したセル流に対し、規定されたピークセルレート（１／

Ｔ）及びＣＤＶ許容値 (τ)に不適合であるセル数（ｎ）を計算する１つの測定方法を示す 4)。セル不適合率

(ｎ／ｋ０)を計算するために、（ｎ）は測定期間の間にＭＰに到着するセル（ｋ０）の数で割られる。 

 

 

                                                             
4) 不適合セルの総数の他の計算方法は、付属資料Ｂを参照。 
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(不適合セル)

ｃｃｃｃ´́́́ｋｋｋｋ
aaaa        kkkk

ｙｙｙｙ´́́́ｋｋｋｋ
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ＴＴＴＴ
ｎｎｎｎ
ｋｋｋｋ００００

ｃｃｃｃ´́́́ｋｋｋｋ+1＝＝＝＝

 MP におけるセル k の参照到着時間
 MP におけるセル k の実際の到着時間
 MP (c´k-ak)におけるセル k に対する
修正された１ポイント CDV

 MP における CDV 許容値
交渉されたセル間隔時間
不適合セル数
測定回数

y´k＋a  k＋T = a  k＋T （y´k＜0の時）  
y´k＋a  k＋T = ｃ´k＋T （0≦y´k≦τの時）｛

ａ）  追加の更新は連続状態の
     ﾘｰｷｰﾊﾞｹｯﾄにより要求される

ａ  ｋ

LCTK

(TTC注) ＬＣＴ: Last Conformance Time

セルKが適合のとき
上記以外  

変数 :

図７－１／ＪＴ－Ｉ３５６ 与えられたＣＤＶ許容値とＰＣＲに対して不適合であるセルの 

       （ITU-T I.356）     総数を計算する方法 

 

 

7.2 不適合セル数の上限 

 節 7.1及び図７－１／ＪＴ－Ｉ３５６において定義された測定過程において確認したセルの集まりは、こ

の過程のスタートポイント（すなわち、測定される最初のセルの選択）に依存する。特に、測定過程におい

て測定された最初のセルとは無関係に不適合セルを確認することは不可能である。更に、(合計流とＣＬＰ

＝０セル流に関するトラヒック契約によるケースの様な)いくつかのサブストリームに対する適合試験が組

み合わさる場合には、不適合セル率を制限する値は測定過程のスタートポイントに依存することがある。 
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 本節では、連続した限られたセルの集まりの中で不適合であると考えられ得るセルの最大数の上限を導

く最抑制試験の定義を述べる。 

 この最抑制試験は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１のセル適合の定義に置き換わるものではない。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１は、トラヒック契約において交渉されるトラヒックパラメータを規定する。 

ここで４つの基本的なケースを考える : 

 

・合計セル流に適用される１つののピークセルレート 

・コネクション上の２つの独立したセル流に独立して適用される、２つのピークセルレート規定 

・合計セル流に適用される、１つのピークセルレート規定及び１つのサステナブルセルレート規定 

・合計セル流とＣＬＰ＝０セル流の各々に適用される、１つのピークセルレート規定及び１つのサステナブ

ルセルレート規定 

 

 最初の２つのケースは、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１で規程されるＤＢＲ ＡＴＭ転送能力のための２つ

の可能なケースと一致する。 

 第３のケースは、ＳＢＲ ＡＴＭ転送能力の最初のバージョン（ＳＢＲ１）と一致する。 

 第４のケースは、ＳＢＲ ＡＴＭ転送能力の第２、第３のバージョン（ＳＢＲ２、ＳＢＲ３）と一致する

。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－I３７１におけるトラヒック記述子が発展することによって、他のケースも開発される

であろう。 

 

7.2.1 １つのピークセルレート規定のためのセル不適合の制限 

 ｃ’０が異なる値で始まる２つの適合試験は、異なる不適合セル数を導くかもしれない。しかし、理論上

の時間と実際の到着時間の差は、常に（Ｔ＋τ）により制限され、（ｃ’０＝ａ0＋Ｔ＋τ）をとることは、不

適合セルの最大可能な数、マイナス １ に導くであろう。このように、このケースにおいては節 7.1の方法

で、（ｃ’０＝ａ0＋Ｔ＋τ）と置き換えて導かれる不適合セルの結果の数に、“１”を加えることによって最

抑制試験が得られる。 

 連続した限られたセルの集まりにおいて、任意の（できるだけ初期の）セルで始められたＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｉ３７１のセル適合定義を用いて不適合であると決定されるセルの数をＮｎｃとする。また、ある有限の

集まりに適用された最抑制試験によって不適合であると考えられるセルの数をＮｕとすると次式が成り立

つ : 

 
Ｎｎｃ ≦Ｎｕ 

 

 この最抑制試験は、ピークセルレートのための適合試験に基づき定義されるが、ＧＣＲＡの形式を使っ

て規定されるあらゆるセルレートへも一般化することができる。 

 

注 不適合セルの数に関するより厳しい上限の開発は、今後の検討課題である。 

 

7.2.2 独立したピークセルレート規定のためのセル不適合の制限 

 あるセル流の重複していないコンポーネントに対して独立した適合試験が定義される時、分離した最抑

制試験（節 7.2.1 参照）は、各コンポーネントにおいて観測される不適合セルの数に正当な上限を導くであ

ろう。 
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7.2.3 合計セル流に関して定義された協調動作するセルレート規定のためのセル不適合の制限 

 １つのピークセルレートとサステナブルセルレートが合計セル流に対して交渉されるなら、ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｉ３７１はＳＢＲ１能力の規定においてセル適合の定義を行う。 

 基本的に、セルは合計セル流に対して定義された両方のＧＣＲＡによって適合していると考えられる場

合のみ適合していると考えられる。 

 ２つのＧＣＲＡが協調して規定されるとは、セルが両方のＧＣＲＡに適合していることが確認される時

のみ、ＧＣＲＡの内部変数が更新されることを言う。 

 １つのセル適合試験のために最抑制試験を得るための節 7.2.1 において定義された方法は、現在のケース

に拡張される。 

 コネクション上の連続した限られたセルの集まりを考える。このセルの集まりに適用される協調動作す

るセル適合試験に不適合であるＣＬＰ＝０＋１セルの数をＮｎｃとする。 

 この適合定義のための最抑制試験を定義するために、１つの調整された適合試験を考える: 

 この試験の各コンポーネントの最初の理論上の時間は、最大限可能な値 （ｃ’０＝ａ０＋Ｔ＋τ）が取ら

れる。この調整された試験によって不適合であると考えられるセルの数をＮｕとすると、次の不等式が成り

立つ : 

Ｎｎｃ ≦ Ｎｕ 

 

 最抑制試験を得るための上記の方法は、ＧＣＲＡの形式を使って規定されるあらゆる協調動作する適合

定義へも一般化することができ、１つのセル流に適用できる。 

 

7.2.4 合計セル流とＣＬＰ＝０セル流に相関のある協調動作するセルレート規定のためのセル不適合の制

限 

 １つのピークセルレートが合計セル流に対して交渉され、サステナブルセルレートがＣＬＰ＝０セル流

に対して交渉されるなら、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１は、ＳＢＲ２及びＳＢＲ３能力の規定においてセル

適合の定義を行う。 

 基本的にＣＬＰ＝０セルは、合計セル流に対するＧＣＲＡと、ＣＬＰ＝０セル流に対するＧＣＲＡの両

方に適合していると考えられる場合にのみ適合していると考えられる。 

 ２つのＧＣＲＡは協調して規定され、セルが両方のＧＣＲＡに適合していることが確認される時のみ、

ＧＣＲＡの内部変数が更新される。セル・タギングが許される場合(ＳＢＲ３能力)、ＣＬＰ＝０ピークセル

レートに不適合であるＣＬＰ＝０セルは、タギングされておりかつ合計ピークセルレートに適合している

ならば、ＣＬＰ＝１セルとして適合であると考えられるかもしれない。 

 一つのＣＬＰ＝１セルは、合計ピークセルレートに適合している場合のみ、適合していると考えられる

。 

 最初に仮定上の無限のセル流を考える。セル適合の前述の定義は、測定段階を条件とする。適合過程に

より観測される最初のセルの選択に依存するようないくつかのケースにおいて、不適合の合計セル流と不

適合であるＣＬＰ＝０セル流の割合に対して、異なる限定された値が存在するかもしれない。 

 コネクション上の連続した限られたセルの集まりについて考える。 このセルの集まりに適用される、

協調動作するセル適合試験に対して不適合となるＣＬＰ＝０とＣＬＰ＝０＋１のセルの数を、それぞれＮｎ

ｃ（０）とＮｎｃ（０＋１）とする。 

 協調動作するセル適合定義に対する最抑制試験を定義するために、２つの独立した最抑制試験 （節 7.2.1

）を考える： 

・第１の最抑制試験は、合計ピークセルレートを定義し、考えられているセルの完全な集合に適用されるト

ラヒックパラメータによって規定される； 
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・第２の最抑制試験は、ＣＬＰ＝０サステナブルセルレートを定義し、考えられているセルのＣＬＰ＝０集

合にのみ適用されるトラヒックパラメータによって規定される； 

 最抑制試験は、調整がとれていない方法におけるセルの集合に独立して適用される。 

 セルのある集合に対し、ＣＬＰ＝０セル流で実行される最抑制試験により不適合であると考えられるＣ

ＬＰ＝０セルを Nu（０）とし、合計セル流で実行される最抑制試験により不適合であると考えられるセルの

総数を Nu（０＋１）とすると、次式が成り立つ； 

Ｎｎｃ（０） ≦ Ｎｕ（０） ＋ Ｎｕ（０＋１） 

Ｎｎｃ（０＋１） ≦ Ｎｕ（０） ＋ Ｎｕ（０＋１） 

 

 このように、不適合であると考えられるＣＬＰ＝０とＣＬＰ＝０＋１セルの数に対する上限は、 

（Ｎｕ＝Ｎｕ（０）＋Ｎｕ（０＋１））となる。 

 ＣＬＰ＝０ピークセルレートとともに不適合セルとして発見された全てのＣＬＰ＝０セルにタギングが

適用される（ＳＢＲ３能力）ケースでは、合計セル流に対するより小さい上限（Ｎｕ（０＋１））が考えら

れ得る。 

 最抑制試験を得るための上記の方法は、ＧＣＲＡの形式を使用してそれぞれ規定された複合的に重複し

ているセル流に対するあらゆるセル適合定義へも一般化することができる。 

 

7.3 不適合セルが存在するときのＣＬＲ性能の調整  

 不適合セルとして廃棄され得るセルを考慮するために： 

・ＣＬＲの性能目標は、転送されたセルの全体の集まりに適用されないであろう。考察されるべきセルの数

はＳＥＣＢに属するセルを除き最抑制試験に適合しているセルの数である； 

・ＣＬＲの定義に使用される損失セル(あるいはタギングセル)の結果は、ＳＥＣＢ内の損失あるいはタギン

グされたセルを除き、最抑制試験に不適合であると見なされたセルの数以上の損失セル（あるいはタギン

グセル）を含んでいるであろう。 

 節 7.2で得られた最抑制試験により、調整されたセル損失率パラメータの定義が可能となる。 

 

7.3.1 適合性規定が１つのセル流に適用される場合のＣＬＲ 

 大きさＮｔの連続したセルの集まりが与えられたとき、損失された（あるいは適用できるならばタギング

された）セルの数をＮｌとし、節 7.2.1, 7.2.3において定義された最抑制試験によって不適合セルの数のため

の上限をＮｕとする。 

 調整されたＣＬＲパラメータ ＣＬＲmodは以下のように定義される； 

 
ＣＬＲmod＝ｍａｘ（０，Ｎｌ－Ｎｕ）／ｍａｘ（０，Ｎｔ－Ｎｕ） 

 

7.3.2 適合性規定が合計セル流及びＣＬＰ＝０セル流に適用されるときのＣＬＲ 

 大きさＮｔ（０＋１）の連続したセルが与えられたとき、転送されたＣＬＰ＝０セルの数をＮｔ（０）、損

失されたセルの総数をＮｌ（０＋１）、損失またはタギングされたＣＬＰ＝０セルの数をＮｌ（０）、最抑制

試験によって計算された不適合セル数の上限をＮｕとすると、調整されたＣＬＲパラメータは以下のように

定義される。 

 

  ＣＬＲ０＋１，ｍｏｄ ＝ ｍａｘ（０，Ｎｌ（０＋１）－Ｎｕ）／ｍａｘ（０，Ｎｔ（０＋１）－Ｎｕ） 

  ＣＬＲ０，ｍｏｄ  ＝ ｍａｘ（０，Ｎｌ（０）－Ｎｕ）／ｍａｘ（０，Ｎｔ（０）－Ｎｕ） 
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注 ＳＢＲ２ ＡＴＭ転送能力のための、これらの２つの式におけるＮｕは同じである。 

  ＳＢＲ３ ＡＴＭ転送能力のための、これらの２つの式におけるＮｕは異なる（節 7.2参照）。 

 

 調整されたＣＬＲ１パラメータの定義は今後の検討課題である。 

 

7.4 不適合セル、及びＳＥＣＢ 

 節 5.6において定義されたようにＳＥＣＢは、あるコネクションに連続して転送され、Ｍセル以上がエラ

ー、損失、または誤挿入された一連のＮ個のセルである。ネットワークが不適合セルを廃棄することを許

されているので、セルブロックは、不適合セルが除外されないならば、Ｍを超えるセルが失われたか否か

に拘らず多くエラーしたと誤って考える可能性がある。従って、ブロックにおけるいくらかのセルが不適

合ならば、Ｍとの比較は、節 7.2 の最抑制試験により不適合とみなされたセルを除いた損失セルのみを考慮

するべきである。 

 トラヒック制御機能は最抑制試験と同期しない事があるため、最抑制試験が不適合と考えられるセルは

、トラヒック制御機能によって廃棄されたものとは違うこともある。同等の数のセルが廃棄されることも

ある。しかしそれらは、異なるセルブロックに属することもあり得る。このような状況によって生じる不

明確な点は、今後の検討課題である。 

 

注 不適合が検出されるとすぐ、ＵＰＣ／ＮＰＣがセル流に関して動作することは期待されているが要求さ

れてはいない。 
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８．ネットワーク性能目標 
 本章では公衆広帯域ＩＳＤＮにおけるユーザ情報の転送性能目標について議論する。これらの目標は、

６章で定義されたＡＴＭレイヤ性能パラメータを用いて表現される 5)。 

 これらの目標および関連する一般的な注釈が表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６に纏められている。表８－１／

ＪＴ－Ｉ３５６に示す全ての値は暫定値であり、実運用経験に基づいて（大きい値または小さい値に）見直

しされるまでは従う必要はない。 

 本標準は性能に関する他のＴＴＣ標準や他のＩＴＵ－Ｔ勧告とは以下の点で異なる。 

－ ユーザは新しいＶＰまたはＶＣコネクションの各々に対し、異なったサービス品質（ＱｏＳ）を要求す

るオプションを持つ。 

－ ＱｏＳクラスまたは性能パラメータに依っては、本標準はいかなる最低レベルの品質をも推奨しない。 

 

8.1 コネクション毎のＱｏＳに関する一般論 

 新しいコネクション（ＶＰまたはＶＣ）を設定する際、発ユーザは表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６で示される

ＱｏＳの中から望むものを送信することができる。コネクションが設定される時、ネットワーク提供者は

着ユーザに向かってコネクション要求を進め、要求されたＱｏＳクラスのサポートを順々に保証していく

。もし、あるネットワークが要求されたＱｏＳクラスをサポートできない場合、そのネットワークは特定

のメッセージを用いてコネクション設定要求を拒否する。もし、全てのネットワーク提供者が要求された

ＱｏＳクラスに同意する場合、表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６に示すＱｏＳクラス定義がエンド・エンドのネ

ットワーク性能の限界を示す。ユーザがそのトラヒック契約に従う限り、ネットワーク提供者は協力して

、コネクションが存在する間エンド・エンドの性能の限界をサポートしなければならない。付属資料Ｄは

ＱｏＳの選択を指定するためのシグナリング使用に関するより多くの情報を提供している。 

 ある与えられたコネクションの実際のＱｏＳはコネクションの距離と複雑さに依存する。実際のＱｏＳ

は、ＱｏＳクラスの定義と共に表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６に含まれる性能の限界よりも良いことが良くあ

る。これに関連する追加情報については９章を参照すること。 

 ユーザはコネクション毎に異なるＱｏＳクラスを要求したり受付けることがある。この場合、異なるサ

ービスまたはアプリケーションに対して異なる性能要求があり得る。 

 

8.2 ＱｏＳクラス 

 本章は、現在定義されているＱｏＳクラスを記述する。各ＱｏＳクラスは性能の限界値に関して特定な

組み合わせを生成する。本章は、各ＱｏＳクラスがどのような時に使用され得るかについてのガイダンス

を含むが、いかなる状況においてもある特定のＱｏＳクラスの使用を強制することはない。 

 

8.2.1 ネットワーク性能目標の性質 

 表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６に示される目標は、公衆広帯域ＩＳＤＮのＭＰＴ－ＭＰＴ間に適用される。

目標は複雑な２７５００ｋｍのコネクションにおいても達成されうるものと考えられている。 

  目標は設計目標である。一つのＱｏＳクラス契約を与えられるそれぞれの呼のために、ネットワーク提

供者は適用する性能目標を満足するように努力すべきである。そしてＱｏＳクラスを維持する契約は、コ

ネクションと（あるいは）セルに対する膨大な数の組み合せの性能試験によって実証されなければならない

。ここで言う膨大な数の組み合せの定義については検討中である。 

  これらの目標はプライベートネットワークまたは他のＣＥＱの性能に適用されるものではない。ＣＥＱ

                                                             
5) ネットワーク提供者に依っては不適合なセルがいくらかあっても性能目標をサポートするかも知れない。このケースで

は、５章で示す調整されたパラメータ定義がネットワーク性能と６章の数値目標を比較する方法の一つである。 
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の性能については今後の検討課題である。 

 表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６の２行目は後続行に現れる性能目標の統計的な性質を示している。統計的な

評価については以下で議論する。 

 セル転送遅延の性能目標はコネクションの平均ＣＴＤの上限である。多くのセルについて、転送遅延が

この上限値を超えるかも知れないが、コネクションの存続中は、平均ＣＴＤ（統計的な平均の評価）はＣＴ

Ｄ限界値より小さくなければならない。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１では、ユーザは最大許容ＣＴＤを送信することが可能である。もしユーザ

がこの能力を使用した場合、信号ノードはエンド・エンドＣＴＤの評価値を着ユーザに伝える。このＣＴ

Ｄの評価値を考慮に入れて、ユーザはこの呼を受け付けても受け付けなくても良い。発信されたＣＴＤ値

とネットワーク提供者のＣＴＤ性能への契約との関係については検討が必要である。 

 ２ポイントセル遅延変動の性能目標は、コネクションのＣＴＤ分布における１０－８分位と１－１０－８分

位の差の上限値である。それゆえ、性能目標を満足しているならばコネクション内でＣＤＶ限界値より大

きいＣＴＤの差を持つ２つのセルを見つけることは非常に困難である。１０－８は、端から端のＣＬＲ目標

が１０－８であれば適当な遅延吸収バッファの設計が可能となるという理由により選ばれた。２ポイントＣ

ＤＶにおける他の分位の使用については今後の検討課題である。 

 ＣＴＤとＣＤＶの目標は、ＰＣＲと共に適当に小さなＣＤＶ許容値を交渉したコネクションにのみ適用

される。ネットワークのＣＤＶ目標は１ポイントＣＤＶ値を減少させるためネットワークの入り口で執ら

れる動作に起因する２ポイントＣＤＶを含まない。これらネットワークの動作はネットワークが引き起こ

す劣化と見なされない。 

 セル損失率とセルエラー率の性能目標はコネクションのセル損失とセルエラーの確率の上限値である。

個々のセルは損失またはエラーとなっても、コネクションの期間で任意のセルが損失またはエラーとなる

確率は表に示される上限値より小さくなければならない。少数のセルが観測される場合、計算されるＣＬ

Ｒ０＋１、ＣＬＲ０、ＣＥＲはセル損失またはセルエラーの確率の限界値より大きい場合もあり得る。 

 セル誤挿入率の性能目標は、誤挿入セルが検出される平均的な頻度の上限値である。全体で十分に長く

存続するコネクションについては、計算されたＣＭＲはＣＭＲ限界値より小さくなければならない。 

 シビアリエラーセルブロック率の性能目標は、ＳＥＣＢ確率の上限値である。あるセルブロックが激し

くエラーとなっても、セルブロックが激しくエラーとなる確率は表に示される限界値より小さくなければ

ならない。少数のセルブロックが観測される場合、計算されたＳＥＣＢＲはＳＥＣＢＲの上限値より大き

いことがあり得る。 

 

8.2.2 統計的評価 

 測定要求、統計的項目、警告を含めたコネクション毎のＱｏＳ契約の評価は今後の検討課題である。以

下の統計的疑問が考慮されなければならない 

・ＱｏＳクラス保証されたものと観測した性能とを比較するためには性能パラメータはどの程度の正確さで

計測されなければならないか。 

・コネクションの存続中に転送される総セル量が少ない場合、どのようにしてコネクション毎のＱｏＳ保証

を評価するか。 

・観測性能をＱｏＳクラス保証と比較する時、性能の短期間変動（時間、日、週の変動など）はどのように

位置付けるのか。 

・ＣＴＤ分布の１０－８分位と１－１０－８分位はどうすれば見積り可能か。 

 

8.2.3 限界値の設定されない（規定しない）性能 

 あるＱｏＳクラスに関していくつかの性能パラメータの値は、“Ｕ”と指定されている。この場合、本
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標準はこのパラメータに関して目標を設定せず、また、そのパラメータに対するいかなるデフォルトの本

標準の目標値も無視されて良い。ネットワーク運用者はそのパラメータに対して最小限の品質レベルを保

証するために一方的に選ぶかもしれないが、本標準はいかなる最低値をも推奨しない。 

 これらのＱｏＳクラスのユーザは、規定しないパラメータの性能が、ネットワークの一方的な都合で悪

くなりうることを認識しておくべきである。 

 

注 語句“規定しない”は広帯域ＩＳＤＮ信号に関する標準で異なる意味で使用されることがある。 

 

8.2.4 セルエラー率、セル誤挿入率、シビアリセルブロック率のデフォルト値 

 ＣＥＲ、ＣＭＲ、ＳＥＣＢＲ値はコネクション毎に容易には調整できない。それゆえ、これらのパラメ

ータに対する性能の契約はＱｏＳクラスの間で差はない。例外は、Ｕクラスではこれらのパラメータには

何ら契約もされないことである。 

 

表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６ ＱｏＳクラス定義とネットワーク性能目標の暫定値 

          (ITU-T I.356) 

 

                           2 ﾎﾟｲﾝﾄ 

                           ＣＤＶ 

ネットワーク 平均 CTD   CTD分布の  セル損失の  セル損失の  ｾﾙｴﾗｰの    平均 CMRの  SECBの 

 性能目標の    の上限    上下部      確率の上限  確率の上限  確率の上限  上限       確率の上限 

   性質                  10-8分位の     

                          差の上限   

デフォルト                                                   ４×１０－６    １／日      １０－４ 

 目標値                                                       （注１）     （注２）    （注３） 

 

ＱｏＳクラス 

  クラス１   ４００ｍ秒    ３ｍ秒    ３×１０－７ 

 (厳格なｸﾗｽ)  (注４，５)    (注６)       (注７) 

  クラス２ 

 (ﾄﾚﾗﾝﾄｸﾗｽ) 

  クラス３ 

 (ﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙｸﾗｽ) 

  クラス４ 

   (U ｸﾗｽ) 

  クラス５ 

 (厳格な                                 Ｕ                 デフォルト  デフォルト  デフォルト 

 ﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙｸﾗｽ) 

 

 

 全ての値は暫定値であり、実運用経験に基づいて（大きい値または小さい値に）見直しされるまでは従う

必要はない。 

 

 ＣＴＤ ＣＬＲ０＋１  ＣＬＲ０  ＣＥＲ  ＣＭＲ  ＳＥＣＢＲ 

なし  デフォルト  デフォルト  デフォルト 

 Ｕ  Ｕ 

 Ｕ  Ｕ 

 Ｕ  Ｕ 

 Ｕ 

 Ｕ  Ｕ  Ｕ  Ｕ  Ｕ 

 デフォルト 

 デフォルト 

 デフォルト 

 デフォルト 

 デフォルト 

 デフォルト 

 １０－５ 

 １０－５ 

なし 

４００ｍ秒 

（注４） 

   ６ｍ秒 

（注６，８） 

３×１０－７ 

（注７） 
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表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６に対する一般的な注 

 

 目標値は、公衆広帯域ＩＳＤＮのＭＰＴ－ＭＰＴ間に適用される。目標は付録Ⅱに示される２７５００

ｋｍの仮想参照コネクションにおいても達成されうるものと考えられている。ネットワーク提供者がユー

ザへ保証することは、各々の適切な目標値を達成するエンド・エンドのコネクションを確立することを試

みることである。大多数の公衆ネットワークコネクションはこの目標を達成しなければならない。ＭＰＴ

同士が地理的に長い距離を隔てている場合、適用される目標の全てを満足できない確率は増加する。ある

パラメータについては、短いまたは複雑さの少ないコネクションでは性能が非常に良いかも知れない。 

 個々のネットワーク提供者は割り当てられた目標値より良い性能保証を提供するよう選ぶかもしれない

。 

  これらのクラスに番号を付けること（クラス１、クラス２など）は単純な識別案として提供されるもので

あって、優先順位を意味するものではない。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６５．１はこれらのクラスのシグナ

リングにコードポイントを割り当てている。 

 “Ｕ”は“規定しない”あるいは“限界値の設定されない”を意味する。パラメータに関連する性能が

“Ｕ”と設定されている場合、本標準はこのパラメータに関して目標を設定せず、また、本標準のいかな

るデフォルトの目標も無視されて良い。パラメータに対する目標が“Ｕ”に設定されている場合、そのパ

ラメータに関する性能は、ネットワークの一方的な都合で悪くなることがある。 

 

注１ 近い将来、ネットワークは４×１０－７のＣＥＲを保証できる可能性がある。この問題は今後の検討課

題である。 

注２ ＶＣの転送セルが増加すると、ＣＭＲが増加傾向を示すネットワーク現象が観測されている。この現

象をさらに完全に解析すると、最終的には高ビットレートのコネクションに対して大きいＣＭＲ目標

が必要になるかも知れない。 

注３ ＳＥＣＢＲはセル流の短い中断（即ち、２～９秒）に敏感であり、その場合、ＳＥＣＢが大きくなり

ＳＥＣＢＲ目標達成が困難になるかも知れない。 

注４ いくつかのアプリケーションの遅延要求に関するガイダンスについては、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．１１４

を参照のこと。 

注５ いくつかのアプリケーションは、ＱｏＳクラス１に似た性能を要求するが、ＣＴＤ保証を要求しない

かも知れない。このアプリケーションはＱｏＳクラス１を利用できるが、新しいＱｏＳクラスの必要

性は、今後の検討課題である。 

注６ この値は、そのコネクション内にＡＴＭノードが９個以下で、出力リンクが３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓ

で、他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍｂｉｔ／ｓまたはそれ以上で運用している場合に適用される。

２ポイントＣＤＶは転送レートが減少すると一般的に増加する。高ビットレートのＤＢＲコネクショ

ンは、小さいＣＤＶを必要とするかも知れず、また受け付けるかも知れない。これは今後の検討課題

である。 

注７ 近い将来、ネットワークはクラス１のＣＬＲに対し１０－８を保証できる可能性がある。この問題は今

後の検討課題である。 

注８  ＱｏＳクラス５を選んだアプリケーションがＣＤＶについて６ｍ秒の限界を必要とするかは定かで

ない。このクラスで６ｍ秒のＣＤＶを達成することが経済的に正当化されるかも定かでない。この

目標は今後の検討を要する。 
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8.2.5 ＱｏＳクラスとＡＴＭ転送能力との関連 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１はＡＴＭ転送能力（ＡＴＣ）を定義している。表８－２／ＪＴ－Ｉ３５６はＡ

ＴＣとＱｏＳクラスの推奨関係を示している。いかなる状況においてもある特定のＱｏＳクラスの使用を

強制しているわけではない。 

 

表８－２／ＪＴ－Ｉ３５６ ＡＴＣとＱｏＳクラスの関係 

               (ITU-T I.356) 

 

        ＡＴＭ転送能力（ＡＴＣ）                       運用可能なＱｏＳクラス 

     

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＢＴ／ＤＴ、ＡＢＴ／ＩＴ、ＡＢＲに対するＱｏＳクラスの保証は、これらＡＴＣに関連する適合性

定義にユーザが従う場合のみに適用される。ユーザが適合性定義に従わない場合の性能保証は今後の検討

課題である。 

 ＡＢＴ／ＩＴを使用するコネクションでは、エラスティック／リジッドビットが０の場合、ＣＤＶは保

証されない（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）。 

  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１は現在、ＡＢＲについてＣＴＤとＣＤＶの目標の組み合せを推奨していない

。しかしながら、もし、あるネットワーク提供者がＡＢＲとＱｏＳクラス５の組み合せをサポートしたい

のであれば、これは禁止されるものではない。 

 

8.3 他のＱｏＳ交渉手順 

 他の複雑な、ＱｏＳ交渉およびＱｏＳサポート方法は検討中である。将来、ユーザとネットワーク間で

ＱｏＳを交渉する、さらに完全なプロトコルが現れるかも知れない。コネクション毎にコネクションブロ

ックおよびコネクションカットオフの発生確率を交渉する能力は今後の検討課題である。 

 本標準は、ＱｏＳクラスを用いてパラメータ群の値を選択する代わりに、個々のパラメータ値を用いて

ＱｏＳを交渉する将来の可能性を除外してはいない。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１では、ユーザは、最大

許容ＣＴＤを送信することが可能である。本問題は今後の課題である。 

 

ＤＢＲ，ＳＢＲ１，ＡＢＴ／ＤＴ，ＡＢＴ／ＩＴ      クラス１ （厳格なクラス） 

ＤＢＲ，ＳＢＲ１，ＡＢＴ／ＤＴ，ＡＢＴ／ＩＴ      クラス２ （トレラントクラス） 

ＳＢＲ２，ＳＢＲ３，ＡＢＲ                        クラス３ （バイレベルクラス） 

 全ＡＴＣ                                         クラス４ （Ｕクラス） 

ＳＢＲ２，ＳＢＲ３，ＡＢＲ                        クラス５ （厳格なバイレベルクラス） 
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９．性能目標値の割り当て 
 いくつかの仮想参照コネクション（ＨＲＸ）を解析した結果、長距離（２７５００ｋｍ）で複雑なコネク

ションにおいて、表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６の目標値が達成可能であることが示された。それらの目標値

を同時に達成するためには、エンド・エンドコネクションの各標準化された区間に対し、割り当て規則が

必要である。以下の節に、それぞれのパラメータに対する割り当て規則を記載する。網提供者は、コネク

ション区間の大多数が、すべての性能パラメータに対し割り当てられた目標値を達成する様に構築するべ

きである。そのようにすれば、短距離で、かつ、複雑でないエンド・エンドコネクションの性能は、表８

－１／ＪＴ－Ｉ３５６に示したものより良くなるであろう。 

 割り当て計算に使われる規則は、インプリメンテーション上の勧告として解釈すべきではない。例えば

、経路長計算で考慮されるＣＴＤを、追加ＡＴＭノードに割り当てることができる。最終目的は、網の運

用者が、適当と思う戦略を用い、割り当てられた目標値を達成することである。 

 

9.1 割り当ての一般的な原理 

 いくつかの目標値の割り当て規則は、物理レイヤ性能を割り当てるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ.８２６の規則に基

づいている。物理レイヤにおける劣化は、ＡＴＭレイヤの性能パラメータＳＥＣＢＲ、ＣＥＲ、および、

ＣＬＲに大きく影響する。 

 ＡＴＭレイヤパラメータ各々の性能劣化は、“距離”の増加と“複雑さ”の増加と共に大きくなる。本

文では、“複雑さ”という用語は、スイッチングやキューイングの段数によって増大し、かつ／または、

より国際的、地域的な境界が入り交じるにつれて増大する劣化を言う。“距離”という用語は、スイッチ

ングやキューイングの段数とは直接結びつかず、ＡＴＭ網設計によって直接制御できない劣化を言う。以

下に述べる割り当て規則では、“複雑さ”に起因する劣化を考慮し、コネクション区間にブロック割り当

てが与えられる。また、“距離”に起因する劣化を考慮し、コネクション区間に経路長割り当てが与えら

れる。付録Ⅲに、これらの割り当て規則のうちいくつかの使用例を示す。 

 静止衛星を含む区間は、いくつかのパラメータについて比較的大きなブロック割り当てを受ける。しか

しながら、静止衛星は通常、長大な地上距離にまたがっていること、複数のＡＴＭスイッチングノードを

必要としないこと、あるいは、複数の国の区間を通過する必要性がないことが想定される。１つのコネク

ションは、ＱｏＳクラス１を提供するとき、２つ以上の静止衛星をホップすることを想定されていない。

ＡＴＭ交換やその他の処理を含む静止衛星システム（例えばオンボード処理搭載衛星）は今後の検討課題で

あるが、静止衛星システムがＡＴＭ機能を収容するためＣＤＶを含む性能割り当てを受ける、と仮定する

ことは合理的である。低軌道、および、中軌道衛星を含む区間の性能割り当ても今後の検討課題である。 

 

9.2 経路長の計算 

 パラメータの内のいくつかは、地上経路長に比例した割り当て部分がある。経路長の計算はＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｇ.８２６から採用する。Ｄｋｍを、区間に境界をつける２つのＭＰ間の空間的経路距離と置くと、経路

長Ｒｋｍの計算は以下の様になる。 

 

・Ｄｋｍ＜１０００ｋｍならばＲｋｍ＝１.５×Ｄｋｍ 

・１０００ｋｍ≦Ｄｋｍ≦１２００ｋｍならばＲｋｍ＝１５００ｋｍ 

・Ｄｋｍ＞１２００ｋｍならばＲｋｍ＝１.２５×Ｄｋｍ 

 

上の規則は、区間が衛星ホップを含む場合は適用されない。 
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9.3 ＱｏＳクラス１、および、クラス５ＣＴＤ目標値の割り当て 

 この節では、ＱｏＳクラス１、あるいはクラス５コネクションをサポートする任意のコネクション区間

において、最大となるＣＴＤの割り当てを計算する。コネクション区間が衛星ホップを含まないとき、Ｃ

ＴＤ割り当ての計算は次の様になる。 

ＣＴＤ（μ秒）≦ （Ｒｋｍ×６.２５）+（Ｎｓｗ×３００） 

この式の中で、 

 

・Ｒｋｍは節 9.2で計算された仮定の経路長を表す。 

・（Ｒｋｍ×６.２５）は、区間内の“距離”の許容値である。 

・Ｎｓｗは表９－１／ＪＴ－Ｉ３５６から取得する。 

・（Ｎｓｗ×３００）は、区間の“複雑さ”の許容値である。 

 

表９－１／ＪＴ－Ｉ３５６ Ｎｓｗ：ＣＴＤ割り当ての計算で仮定したＡＴＭスイッチング、 

        (ITU-T I.356)    および、クロスコネクト段の数 

 

   

８ﾉｰﾄﾞ
(VC 又は VP)

４VP ﾉｰﾄﾞ

３VP ﾉｰﾄﾞ

適用不可

０ﾉｰﾄﾞ

０VP ﾉｰﾄﾞ

６VP ﾉｰﾄﾞ

適用不可

９VP ﾉｰﾄﾞ

適用不可

３ﾉｰﾄﾞ
(VC 又は VP)

３VP ﾉｰﾄﾞ

国内区間 ＩＩＰ(0) ＩＩＰ(1) ＩＩＰ(2) ＩＩＰ(3) ＩＴＰ

ＶＣＣ

ＶＰＣ
 

 

 

 ３００μ秒という値は、クラス１、あるいはクラス５を提供するＡＴＭノードに対して近似的な最悪値

と考えられている。これに相当する他のクラスの値は、今後の検討課題である。 

 コネクション区間が衛星ホップを含むとき、この区間には固定されたＣＴＤが割り当てられる。静止衛

星を含む多くの区間は２９０ｍ秒を超えるＣＴＤを想定していないが、静止衛星を含む全ての区間は、例

えば地上局からの低い仰角と低レートＴＤＭＡシステムを考慮に入れるために、ＣＴＤとして３２０ｍ秒

が割り当てられている。 

 それぞれのコネクション区間がその割り当てに従うとき結果として得られるエンド・エンドＣＴＤは、

多くの場合、４００ｍ秒を下回ることが想定される。しかしながら、４００ｍ秒を超えることもある。遠

隔地域への非常に長いコネクションに対して、網提供者は、４００ｍ秒という目標を達成する確率を改善

するために、新たに相互の同意を得る必要があることもある。 

 

9.4 ＱｏＳクラス１のＣＤＶ目標値の割り当て 

 この節では、 ＱｏＳクラス１コネクションをサポートするすべてのコネクション区間における最大のＣ

ＤＶの割り当てを示す。 

 

・国際コネクションの国内区間は１.５ｍ秒のＣＤＶが許容される。この割り当ては、３４～４５Ｍｂｉｔ／

ｓの出力リンクを持った国内区間内のＡＴＭノードが３つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノード

が１５０Ｍｂｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・国際コネクションの国際区間は１.５ｍ秒のＣＤＶが許容される。この割り当ては、３４～４５Ｍｂｉｔ／

ｓの出力リンクを持った国際区間内のＡＴＭノードが３つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノード
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が１５０Ｍｂｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・ＩＩＰ（０）は本質的にＣＤＶの割り当てを受けない。 

・ＩＴＰに対しては０.７ｍ秒のブロック許容値を取る。この割り当ては３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓの出力リン

クを持った区間のＡＴＭノードが１つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍｂｉｔ／

ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・ＩＩＰ（１）に対しては０.７ｍ秒のブロック許容値を取る。この割り当ては３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓの出

力リンクを持った区間のＡＴＭノードが１つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍｂ

ｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・ＩＩＰ（２）に対しては０.９ｍ秒のブロック許容値を取る。この割り当ては３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓの出

力リンクを持った区間のＡＴＭノードが２つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍｂ

ｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・ＩＩＰ（３）に対しては１.１ｍ秒のブロック許容値を取る。この割り当ては３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓの出

力リンクを持った区間のＡＴＭノードが３つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍｂ

ｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

 

 ＣＤＶは、ほぼ独立したランダム変数の標準偏差に等しい値に累積されていくので、割り当てられたＣ

ＤＶを合計するとエンド・エンドＣＤＶより大きくなる。独立したランダム変数を合計したとき、その標

準偏差は、ほぼ平方和の平方根となる。 

 

9.5 ＱｏＳクラス５のＣＤＶ目標値の割り当て 

 この節では、 ＱｏＳクラス５コネクションをサポートするすべてのコネクション区間における最大のＣ

ＤＶの割り当てを示す。 

 

・国際コネクションの国内区間は３ｍ秒のＣＤＶが許容される。この割り当ては、３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓ

の出力リンクを持った国内区間内のＡＴＭノードが３つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが

１５０Ｍｂｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・国際コネクションの国際区間は３ｍ秒のＣＤＶが許容される。この割り当ては、３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓ

の出力リンクを持った国際区間内のＡＴＭノードが３つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが

１５０Ｍｂｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・ＩＩＰ（０）は本質的にＣＤＶの割り当てを受けない。 

・ＩＴＰに対しては１．５ｍ秒のブロック許容値を取る。この割り当ては３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓの出力リ

ンクを持った区間のＡＴＭノードが１つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍｂｉｔ

／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・ＩＩＰ（１）に対しては１．５ｍ秒のブロック許容値を取る。この割り当ては３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓの

出力リンクを持った区間のＡＴＭノードが１つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍ

ｂｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・ＩＩＰ（２）に対しては２ｍ秒のブロック許容値を取る。この割り当ては３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓの出力

リンクを持った区間のＡＴＭノードが２つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍｂｉ

ｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 

・ＩＩＰ（３）に対しては２．２ｍ秒のブロック許容値を取る。この割り当ては３４～４５Ｍｂｉｔ／ｓの

出力リンクを持った区間のＡＴＭノードが３つ以下で、その区間内の他の全てのＡＴＭノードが１５０Ｍ

ｂｉｔ／ｓ以上で動作しているときに適用される。 
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 ＣＤＶは、ほぼ独立したランダム変数の標準偏差に等しい値に累積されていくので、割り当てられたＣ

ＤＶを合計するとエンド・エンドＣＤＶより大きくなる。独立したランダム変数を合計したとき、その標

準偏差は、ほぼ平方和の平方根となる。 

 

9.6 ＳＥＣＢＲ、および、ＣＥＲ目標値の割り当て 

 この節では、あらゆるコネクション区間に対する最大ＳＥＣＢＲ、および、ＣＥＲ割り当てを計算する

。これらの割り当ては、表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６で示されるエンド・エンド目標値から始める。この手

順はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ.８２６の割り当て規則に基づいている。 

 

・区間（国内区間、ＩＩＰ、ＩＴＰ）に対する計算経路長Ｒｋｍを５００ｋｍ単位に切り上げる。 

・国内区間に対しては、衛星ホップがなければ、１７.５%プラス５００ｋｍごとに１%のブロック許容値と

する。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に４２%ブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（０）に対しては、衛星ホップがなければ、１%プラス５００ｋｍごとに１%のブロック許容値と

する。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に３５%ブロック許容値とする。 

・ＩＴＰに対しては、衛星ホップがなければ、２%プラス５００ｋｍごとに１%のブロック許容値とする。

区間内に静止衛星ホップがある場合、単に３６%ブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（１）に対しては、衛星ホップがなければ、４%プラス５００ｋｍごとに１%のブロック許容値と

する。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に３８%ブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（２）に対しては、衛星ホップがなければ、７%プラス５００ｋｍごとに１%のブロック許容値と

する。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に４２%ブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（３）に対しては、衛星ホップがなければ、１０%プラス５００ｋｍごとに１%のブロック許容値

とする。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に４８%ブロック許容値とする。 

 

注１ ＱｏＳクラスＵに対しても、区間はＣＥＲに対する割り当てを達成することが期待される。ＣＥＲは

主として伝達性能により決定される。しかしながら、ＯＡＭ ＰＭ能力はクラスＵでは無効のため、

ＣＥＲに対して契約はない。 

注２ ＱｏＳクラスＵでは、ＳＥＣＢＲについてＱｏＳの契約はない。 

注３ これらの計算を使用すれば、付録Ⅱにおける２７５００ｋｍＨＲＸはエンド・エンド目標値の１００%

が割り当てられる。 

 

9.7 ＱｏＳクラス１、および、クラス５ＣＬＲ目標値の割り当て 

 この節ではＱｏＳクラス１、あるいはクラス５コネクションのサポート上における、あらゆるコネクシ

ョン区間に対する最大ＣＬＲ割り当てを計算する。物理レイヤ劣化とＡＴＭ網の複雑さの両方はクラス１ 

ＣＬＲのエンド・エンド性能において重要な役割をするので、その割り当てはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ.８２６の

物理レイヤ割り当て規則とは異なる。割り当ては表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６で示されるエンド・エンド目

標値から始める。 

 

・区間（国内区間、ＩＩＰ、ＩＴＰ）に対する計算経路長Ｒｋｍを１０００ｋｍ単位に切り上げる。 

・国内区間に対しては、衛星ホップがなければ、２３%プラス１０００ｋｍごとに１%のブロック許容値と

する。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に３５%ブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（０）に対しては、衛星ホップがなければ、１%プラス１０００ｋｍごとに１%のブロック許容値

とする。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に２５%ブロック許容値とする。 

・ＩＴＰに対しては、衛星ホップがなければ、７%プラス１０００ｋｍごとに１%のブロック許容値とする。
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区間内に静止衛星ホップがある場合、単に３０%ブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（１）に対しては、衛星ホップがなければ、９%プラス１０００ｋｍごとに１%のブロック許容値

とする。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に３０%ブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（２）に対して、衛星ホップがなければ、１７%プラス１０００ｋｍごとに１%のブロック許容値

とする。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に３３%ブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（３）に対して、衛星ホップがなければ、２５%プラス１０００ｋｍごとに１%のブロック許容値

とする。区間内に静止衛星ホップがある場合、単に４２%ブロック許容値とする。 

 

注 これらの計算を使用すれば、付録Ⅱにおける２７５００ｋｍＨＲＸはエンド・エンド目標値の１００%

が割り当てられる。 

 

9.8 ＱｏＳクラス２、および、クラス３ＣＬＲ目標値の割り当て 

 この節ではＱｏＳクラス２、または、クラス３コネクションのサポート上において、あらゆるコネクシ

ョン区間に対する最大ＣＬＲ割り当てを計算する。これらのクラスではネットワークの複雑さ（この場合、

バッファ管理）がエンド・エンド性能での主な要因となる。１つ重要なことは、この割り当て規則は計算さ

れた経路長を使用していないことである。割り当ては表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６で示されるエンド・エン

ド目標値から始める。 

・国内区間に対してはエンド・エンド目標値の３４.５%とする。 

・ＩＩＰ（０）に対してはエンド・エンド目標値の１%のブロック許容値とする。 

・ＩＴＰに対してはエンド・エンド目標値の９%のブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（１）に対してはエンド・エンド目標値の１１%のブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（２）に対してはエンド・エンド目標値の２１%のブロック許容値とする。 

・ＩＩＰ（３）に対してはエンド・エンド目標値の３１%のブロック許容値とする。 

 

注 この計算を使用すれば、付録Ⅱにおける２７５００ｋｍＨＲＸはエンド・エンド目標値の１００％が割

り当てられる。 

 

9.9 ＣＭＲ目標値の割り当て 

 この節では１/日のエンド・エンド目標値のサポート上において、国内区間、あるいは国際区間に対する

最大ＣＭＲ割り当てを示す。 

 

・国際コネクションの国内両区間は７２時間ごとに１のＣＭＲを許容する。 

・国際コネクションの国際区間は７２時間ごとに１のＣＭＲを許容する。コネクションのＩＩＰとＩTＰへ

の割り当ては今後の検討課題である。 

 

注 ＱｏＳクラスＵに対しても、区間はＣＭＲに対する割り当てを達成することが期待される。ＣＭＲは主

として伝達性能と、ＡＴＭ ＨＥＣにより決定される。しかしながら、ＯＡＭ ＰＭ能力はクラスＵでは

無効のため、ＣＭＲに対して契約はない。 

 

 ほとんどの網ではこれらの割り当てられたＣＭＲ目標値に容易に到達することができる。ここで ＣＭＲ

目標値を示した目的は、潜在的なユーザに対して「セル誤挿入は希であることが予想されていること」を知

らせるため、網設計者に対しては「目標値はＣＭＲを微細なものにするためにあること」を確認させるため

である。 
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9.10 ＱｏＳ値の連結 

 この節では、区間ごとの性能を知った上で、コネクションのエンド・エンド性能を導出することに取り

組む。ＣＤＶを除くすべての性能パラメータに対し、エンド・エンド性能は区間値の総和となる。区間値

からエンド・エンドＣＤＶ性能を導出するための規則を述べることはやや補足的であるので、今後の検討

課題である。 
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付属資料Ａ：ＡＴＭレイヤネットワーク性能（ＮＰ）とＣＢＲサービスのためのＡＡＬタイプ１

のＮＰとの間の関係 
（この付属資料は本標準の不可欠な部分である） 

 

 本付属資料はＡＴＭレイヤＮＰとＡＡＬタイプ１によって提供されるＮＰとの間の質的な関係を記述す

る。 

 

A.1 可能なＡＡＬ機能とその効果 

 ＡＴＭセル転送で導入される特定の性能の劣化を補うかもしれないアダプテーションレイヤ機能の例を

以下に示す。 

 

A.1.1 損失セルと誤挿入セル 

 ＡＡＬヘッダ内のシーケンス番号（ＳＮ）は、損失セルや誤挿入セルにより、損失・誤挿入されたＡＡＬ

のＳＤＵの検出に用いることができる。検出メカニズムについてはさらなる検討を要する。 

 セル損失が検出された場合、ビットの数を維持するために代用のＡＡＬ－ＳＤＵが損失セルを補うもの

として用いられることがある。しかし、もしＡＡＬにエラー訂正がなければ、この代用はＡＡＬ-ＳＤＵで

のユーザ情報ビットエラーという結果になるであろう。このようなダミーＡＡＬ－ＳＤＵのために選択さ

れた内容（例えば全て「１」、全て「０」あるいは前のセルの繰り返し等）については、さらなる検討を要

する。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．１参照） 

 誤挿入セルが検出された場合、それらは破棄され、届けられたユーザ情報の内容を転送されたものに回

復することがある。 

 損失セルや誤挿入セルが検出されない場合、それらは届けられたユーザ情報流のフレーム同期はずれを

発生することがある。 

 

A.1.2 エラーセル 

 ＡＡＬタイプ１によって転送されるいくつかの信号用にエラー制御メカニズムが認められている。その

ようなエラー制御がないときには、ビットエラーはＡＡＬユーザへ転送されるであろう。 

 

A.1.3 セル転送遅延 

 セル遅延変動を補正するため、到着セルはコネクションの着側でＡＡＬにバッファリングされる。この

バッファリングはユーザ情報転送遅延を増加させる。エラー制御と損失セル検出メカニズムも遅延の増加

をもたらすことがある。 

 補いきれない過度のセル遅延変動や、あるいは損失セル検出メカニズムによる過度の遅延は、有効なＡ

ＡＬ－ＳＤＵがダミーＡＡＬ－ＳＤＵで代用され、その結果ユーザ情報にビットエラーが生じる可能性が

ある。 

 

A.2 ＮＰパラメータとバイナリエラーの間の関係 

 セル情報フィールドを保護するエラー制御がない場合、 

－ もしダミーＡＡＬ－ＳＤＵが挿入されたならば、それぞれの損失セルと関連したバイナリエラーの予想

される数は１８８である。（ＡＴＭセルのペイロード内のＡＡＬユーザ情報は４７オクテット、ビット

エラー率０．５と仮定） 

－ １つのエラーセルは、理論的には１から３７６の間で任意の数のエラービットを発生し得るが、それら

は理論区間の下限へ傾斜した分布となる。（ＡＴＭレイヤセルペイロードのＡＡＬユーザ情報は４７オ
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クテットと仮定） 

－ ＡＡＬユーザに届けられたそれぞれの誤挿入セル（すなわち、ＡＡＬによって落とされないセル）はバ

イナリエラーを起こす。さらに、検出されない誤挿入セルはフレーム同期はずれを発生することがある。 
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付属資料Ｂ：セル転送遅延、１ポイントＣＤＶ、２ポイントＣＤＶの特徴 
（この付属資料は本標準の不可欠な部分である） 

 

B.1 ＡＴＭベースのユーザ情報転送と関連する遅延要素 

 ＡＡＬサービス上でエンドユーザが認識出来る全体の遅延は以下の要素に分割できる。 

Ｔ１ 符号化・復号化遅延（注１参照） 

Ｔ２ 分割・組立遅延（注１参照） 

   後者の遅延はさらに以下の３要素に分割できる。 

   Ｔ２１ 送信側におけるＡＡＬでの分割による遅延。 

   Ｔ２２ 受信側におけるセル遅延変動を保証するためのバッファリングによる遅延。（注２参照） 

   Ｔ２３ 受信側におけるＡＡＬでの組立による遅延。 

Ｔ３ セル転送遅延（ＭＰＴ－ＭＰＴ） 

   この遅延は以下の要素の和である。 

   Ｔ３１ 全ノード間での転送遅延。（注３参照） 

   Ｔ３２ 全ノード内での処理（キューイング、交換、ルーチング等）による遅延。（注４，５参照） 

 

注１ 符号化とデータの分解は同じ装置でなされる場合があるが、異なる装置でなされる場合もある。同様

に、組立と復号化は同じ装置でなされる場合があるが、異なる装置でなされる場合もある。 

注２ ＡＡＬ処理装置内で生じるバッファリング遅延の総量は網のセル遅延変動の総量に依存するであろ

う。 

注３ ２つの隣接しているＡＴＭノード間の伝送に関連する装置（例えばＳＤＨクロスコネクト・システ

ム）に起因する遅延はこの要素の一部と考えられる。 

注４ ＡＴＭノードはそれぞれのバーチャルチャネル（ＶＣ）またはバーチャルパス（ＶＰ）の交換または

クロスコネクト機能を実行する場合がある。 

注５ ＡＴＭノード内でのキューイングにより、この要素はセル毎にＡＴＭコネクション内で可変である。 

 

B.2 セルのクランピングとセルのキューとの間の関係 

 あるＭＰに関して、２つの連続する参照クロックの間の一連の早いセル到着をクランプと定義する。対

応する時間間隔は正のキュー間隔である。クランプはＭＰの下流方向のセル・キューの合計の長さを増加

させると考えることが出来る。 

 

B.3 １ポイントＣＤＶと不適合 

 バーチャルコネクションは最大送出間隔Ｔ（ピークセルレートの逆数）とＣＤＶ許容値τについての交渉

された値を提供する。節 6.5.2.1で計算されたｙｋの値がτよりも小さい限り、セルｋは指定されたピークセ

ルレート（１／Ｔ）とＣＤＶ許容値（τ）に従っていると観測される。しかし、いくつかのセルが不適合と

して観測されるときにも（すなわちｙＫ＞τ）、与えられたセル流内の不適合セルを測定することは有益で

ある。規定された最大セル速度（１／Ｔ）とＣＤＶ許容値（τ）に適合しないセルの数を計算する測定方法

の一つを付図７－１／ＪＴ－Ｉ３５６に示す。 

 付図７－１／ＪＴ－Ｉ３５６の方法は一例であり、セル不適合率（ｎ／ｋ０）を測定するためのいかなる

特別の実装あるいはハードウェアメカニズムを提供することも意図しない。等価ピークセルレートの監視

アルゴリズムとしてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１に記述されているバーチャルスケジューリングとリーキバ

ケットアルゴリズムは不適合率の測定を実現するために使われることがある。そのような実現方法の比較

を容易にするために、等価アルゴリズムの変数の間の関係を付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３５６に要約する。 
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付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３５６ 付図７－１／ＪＴ－Ｉ３５６で定義される変数と標準ＪＴ－Ｉ３７１ 

     (ITU-T I.356)     で定義された連続状態リーキバケットアルゴリズムとバーチャルスケ 

              ジューリングの変数との間の関係 

 

種々のアルゴリズムで定

義された変数 

付図７－１ 

／ＪＴ－Ｉ３５６ 

バーチャルスケジューリング リーキバケット 

セルｋの理論的到着時間 ｃ’ｋ ＴＡＴ ｘ＋ＣＬＴ 

実際の到着時間 ａｋ ｔａ ｔａ 

セルｋの修正された１ポ

イントＣＤＶ 

ｙ’ｋ ＴＡＴ－ｔａ ｘ’ 

 

最初に観測された到着時

間でのパラメータの値 

ｃ’０＝ａ０ 

 

ＴＡＴ＝ａ０ ｘ＝０ 

ＬＣＴ＝ａ０ 

 

 

B.4 １つの共有バッファ内での転送遅延とのセル損失の間の関係 

 特定のＡＴＭコネクションをサポートする物理リンクの１つの操作を考察する。この物理リンクを通過

しようとする全てのセルはそのリンクを通過しきるまで、あるいはいくつかのセル損失の結果とともに生

じるバッファのオーバーフローまでセルの瞬間的な超過を吸収するバッファに蓄えられる。この物理リン

クを通過しようとするセルは、着目している特定のＡＴＭコネクションと他のＡＴＭコネクションとの両

方によって与えられ、これらのセル全てが組合わさって使用係数ρoffered によって特徴づけられるリンクの

入力負荷を形成する。このバッファに到着するいかなるセルも、リンクに到着し転送される前に、ランダ

ムな待ち時間Ｗをもつ。この状況を、いくつかの典型的な確率密度関数Ｗとともに付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ

３５６に示す。 

  

E(W) B

物理リンク
ρr

ρoffered

（輻輳による）セル損失率  =
待ち時間のα変位値

W

ｐ(W)

待
ち
時
間

の
確
率

密
度
関

数

W

ρHI

ρLO

バッファ容量

 

 

付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３５６ ランダムな待ち時間（Ｗ）の図 

              (ITU-T I356) 
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 付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３５６のρHIで特徴づけられるように、入力負荷が十分高いときは、確率密度関数

の裾の領域は、セル送出時間で測定されるバッファ容量Ｂを超えた量を示す 6)。この曲線の下のその領域は

、輻輳によるセル損失率として解釈することが出来る。もしバッファがより大きくつくられているならば

、これらのセルはオーバーフローせず、塗りつぶした領域はセルの待ち時間の上限の近傍を表す。 

 このバッファ内でセルの最大待ち時間が生じるのは、着目しているセルが最後に利用できるセルスペー

スを占有するときである。すなわち、このバッファに起因する最大遅延変動は、バッファサイズによって

制御される。 

 付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３５６のρLO で特徴づけられるように、入力負荷が十分低いときは、確率密度関

数の裾のＢを超える部分は小さくなり、そのため結果的にセル損失率の値は減少する。 

 これらの効果はセル転送遅延タイムアウトＴmax（現実的に考えられる最大のセル転送遅延を超える数）の

選択、２ポイントＣＤＶの詳細とセル損失率の値より考慮されるべきである。 

 

                                                             
6)ＳＴＭ－１リンク上の１セルの送出時間は２．７３μ秒である。例えば、もしバッファに１００セルありＳＴＭ－１リ
ンクに送り込まれたならば、Ｂは２７３μ秒である。 
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付属資料Ｃ：セル転送性能の測定方法 
（この付属資料は本標準の不可欠な部分である） 

 

 本付属資料では本標準で定義されたＡＴＭセル転送性能パラメータ値を評価するために用いてもよい測

定方法を記述する。本測定方法は単なる例であり、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６性能パラメータを評価するた

めのその他の許容可能な手法も存在するであろう。またそれらには本測定方法より優れたものも含まれるで

あろう。 

 記述された方法はインサービス方法とアウトサービス方法である。インサービス方法とは転送されるユ

ーザ情報セル流にＯＡＭセルを差し込む方法であり、アウトサービス方法とは測定専用のテストコネクシ

ョン上での性能測定を伴う方法である。インサービス方法には、ユーザセル流から取得される情報を利用

する直接的な方法と、ユーザセル転送に対する性能とＯＡＭセル転送に対する性能との間の類似点に頼る

間接的な方法がある。インサービス方法は測定中のチャンネルを継続的に利用することを許容する：アウ

トサービス方法は、より大規模な測定処理のための制御を許容し、一般的にはより良い測定精度を提供可

能である。 

 性能測定をサポートするＯＡＭ機能の詳細はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０で提供されている。インサー

ビス性能モニタリング方法は要求次第で、任意に選んだＶＰコネクション／ＶＣコネクション（ＶＰＣ／Ｖ

ＣＣ）のみで実行されるであろう。アウトサービスの監視に対して可能なテスト方法は、コネクション上の

適切な測定点でＶＰＣ／ＶＣＣを確立し、その測定点においてテストセル流を挿入し、遠隔測定点でその

テストセル流を観測するという方法である。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１９１に記述されている装置や手順はこ

れらの目的によく適合する。 

 

注 ＡＴＭレイヤ性能測定でのＡＡＬプロトコル機能の使用は今後の課題である。 

 

以下、セルエラー率、セル損失率、セル誤挿入率、シビアリエラーセルブロック率（ＳＥＣＢＲ）、セル

転送遅延、２ポイントＣＤＶの測定方法について記述する。 

 

C.1 性能測定と可用性 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３５７では半固定Ｂ－ＩＳＤＮコネクションに対する可用性と不可用性を定義して

いる。本付属資料に記述されたセル転送性能の測定方法は、不可用状態に入る時を決定することと、転送

が可用状態に戻る時を決定するのに用いることができる。これらの手法を適切に用い、可用性に関係する

目標値との比較を行うことにより可用性の推定方法を開発することができる。しかしながら、不可用状態

におけるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６の方法によるパラメータ測定結果は、長時間のセル転送性能目標や、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６ＱｏＳクラス定義との比較に用いることができない。 

特に、性能解析のためのインサービスまたはアウトサービスの測定を行う際に、不可用状態へのまたは

不可用状態からの遷移は最大限の注意を払って識別する必要がある。ＱｏＳクラスのサポートに関する決

定と、長期間のＣＥＲ、ＣＬＲ、ＣＭＲ、ＳＥＣＢＲ、ＣＴＤ、フレーム転送遅延、フレーム誤り率の性

能評価からは、不可用状態の間に収集された全ての性能測定結果を除外する方式を定める必要がある。 
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加入者 提供者 Ａ 提供者 Ｂ 加入者

ｂ
１

ｂ
２

ｃ

ＶＰ ＶＰ ＶＰ

中継

ｄ
１

ｄ
２

ｄ
3

ｄ
４

ｄ
５

ａ
ユーザ・ユーザ間VP

OAMフロー

網終端装置/端末装置

VPコネクティングポイント

VPエンドポイント

エンド・エンド間性能ｃj タリングフロー

VPセグメント性能ｃj タリングフロー

ａａａａ

ｂ，ｃ，ｄｂ，ｃ，ｄｂ，ｃ，ｄｂ，ｃ，ｄ
 

 

付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｉ３５６ ＶＰ性能モニタリングのためのＯＡＭセルフロー 

          (ITU-T I.356) 

 

 
 

OAMフロー

網終端装置/端末装置

VＣコネクティングポイント

エンド・エンド間性能モニタリングフロー

VＣセグメントモニタリングフロー

ａａａａ

ｂｂｂｂ

ｂ１ ｂ２

ａ

ｂ３

提供者 Ａ 提供者 ＢＶＣＣ

（ＶＣがクロスするどのような区間にも、エンド・エンド間性能モニタリングフローと
 網の保守用フローが提供可能である。）

 

 

付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｉ３５６ ＶＣ性能モニタリングのためのＯＡＭセルフロー 

          (ITU-T I.356) 
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C.2  ＯＡＭセルを用いた性能モニタリングの一般的側面 

 付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｉ３５６や付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｉ３５６は性能モニタリングにおいて、ＯＡＭセル

の使用に関して想定している一般的手法を説明している。性能モニタリングＯＡＭセルは、ＶＰまたはＶ

Ｃの終端点やコネクティングポイントにおけるセル流に注入され、そのストリームにおける下流の終端点

やコネクティングポイントにて抽出される。 

 ＯＡＭ機能に基づいた測定方法は次に述べる情報を用いる。 

・ 性能モニタリングＯＡＭセルにより伝えられる情報 

・ 性能が評価されるポイントにて集められた情報 

 

 ＯＡＭ ＦＭ（順方向モニタリング）セルは、ユーザセルのブロックを区切るために、ユーザ情報セル流

に適当な間隔をおいて注入される。各ＯＡＭセルにより、以下の計算中のカウンタ値を伝える。 

 

・ 転送されたＣＬＰ＝０＋１のユーザセル（ＴＵＣ0+1） 

・ 転送されたＣＬＰ＝０のユーザセル（ＴＵＣ0） 
 

 この情報はブロック内で転送されるＣＬＰ＝０＋１のセル数（ｎｔ0+1）や、ＣＬＰ＝０のセル数（ｎｔ0
）の計算結果を与えている。 

 性能を評価する地点において、受信したブロック内のＣＬＰ＝０＋１のユーザセル数をｎｒ0+1 とし、Ｃ

ＬＰ＝０であるユーザセル数をｎｒ0とする。 

 次に述べる情報は配送される性能を評価するために必要とされる。 

・処理されたブロックの総数 Nblock。各ブロックに対して Nblockはインクリメントされる。 

・シビアリエラーとして処理されたブロックの総数 Nsecb。ＳＥＣＢに決定された各ブロックに対して、

Nsecbはインクリメントされる。 

・ＳＥＣＢで転送されるセルを除くＣＬＰ＝０＋１のセル転送数Ｎｔ0+1。ＳＥＣＢではない各ブロックに

対する ｎｔ0+1はＮｔ0+1に加算される。 

・ＳＥＣＢで転送されるセルを除くＣＬＰ＝０のセル転送数Ｎｔ0。ＳＥＣＢではない各ブロックに対する 

ｎｔ0はＮｔ0に加算される。 

・セル損失、セルの誤挿入が検知されるブロック内で転送されたセルを除くＣＬＰ＝０＋１のセル転送数Ｎ’

ｔ0+1。セル損失や誤挿入が検知されない各ブロックに対する ｎｔ0+1はＮ’ｔ0+1に加算される。 

・ＳＥＣＢで損失したセルを除くＣＬＰ＝０＋１の損失セル総数Ｎｌ0+1。ＳＥＣＢでない各ブロックに対

し、差分式（ｎｔ0+1）－（ｎｒ0+1）が正である時、その値はＮｌ0+1に加算される。 

・ＳＥＣＢで損失、或いはタギングされたセルを除くＣＬＰ＝０の損失、或いはタギングされた総セル数Ｎ

ｌ0。ＳＥＣＢでない各ブロックに対し、差分式（ｎｔ0）－（ｎｒ0）が正である時、その値はＮｌ0 に

加算される。 

・セル損失や誤挿入が検知されないブロックのエラーセルの総数 Ne。 

・ＳＥＣＢで誤挿入されたセルを除くＣＬＰ＝０＋１の誤挿入された総セル数Ｎｍ0+1。ＳＥＣＢでない各

ブロックに対して、差分式（ｎｒ0+1）－（ｎｔ0+1）が正である時、その値はＮｍ0+1に加算される。 



 - 45 - ＪＴ－Ｉ３５６ 

加入者 提供者Ａ 提供者Ｂ 加入者

ｂ
１

ｂ
２ｃ

ＶＰ ＶＰ ＶＰ

中継

ｄ
１

ｄ
２

ｄ
3

ｄ
４

ｄ
５

ａ
ユーザ・ユーザ間VP

OAMフロー

網終端装置/端末装置

VPコネクティングポイント

VPエンドポイント

エンド・エンド間性能ｃj タリングフロー

VPセグメント性能ｃj タリングフロー

ａａａａ

ｂ，ｃ，ｄｂ，ｃ，ｄｂ，ｃ，ｄｂ，ｃ，ｄ

 

付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｉ３５６ ＶＰ性能モニタリングのためのＯＡＭセルフロー 

          (ITU-T I.356) 
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VＣコネクティングポイント
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提供者 Ａ 提供者 ＢＶＣＣ

（ＶＣがクロスするどのような区間にも、エンド・エンド間性能モニタリングフローと
 網の保守用フローが提供可能である。）

 
 

付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｉ３５６ ＶＣ性能モニタリングのためのＯＡＭセルフロー 

          (ITU-T I.356) 
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C.3 アウトサービス性能測定の一般的側面 
アウトサービス性能を成功的に繰り返し可能に試験するための前提条件は、リファレンスロードモデル

（ＲＬＭ）の定義である。ＲＬＭはシステムアンダーテスト（ＳＵＴ）に入力するテストトラヒックを、正

しく定義された方法で特徴づけるために使用される。正しく定義されたＲＬＭを使用することにより、試

験器は、他の試験器によって再現可能な試験を実施することができる。 

注：試験状態のネットワークは、システムアンダーテストの一例である。 

ＲＬＭは多くの形式を持つことができる。もっとも単純な形式の一つは、ある確定したシーケンスで構

成され、そのシーケンスとは、一定セル数のバースト（またはフレーム）と一定数のアイドルセルとが無限

に繰り返される。もう一つの単純な形式は、望ましい試験のために十分に長く完全に定義されたセルのシ

ーケンスから成る。 

別の潜在的なより興味ある状態は、十分に特徴づけられたトラヒックパターンを持つセルを発生させる

発生源（現実のあるいは仮想の）の集合をもつことから成る。これらの発生源は、発生源を多重するための

正しく定義された競合アルゴリズムを使用して一つのセル流に統合される。発生源のトラヒックパターン

は決まったシーケンスまたは既知の統計的な分布を持つ。2 番目のケースでは、ＲＬＭは統計的な再現性を

持ち、十分に長い試験または十分な数の試験における異なるＳＵＴやＳＵＴのコンフィグレーションに使

用される。また、同じＳＵＴを持つ試験を繰り返したり、統計的な分布の初期状態（たとえば、乱数発生器

の初期値を変える。）を変化させることにより、ある統計的に信頼できるレベルで、測定された異なる性能

パラメータに対していくつかの統計的な評価を得ることができる。このことは、決まった試験で得られた

値を持つＳＵＴに関してより多くの情報を与えることだろう。 

発生源は、ネットワークの一部を模擬した多重方法を用いて現実のトラヒックの振る舞いを再現しよう

と試みる事ができる。これは、ＳＵＴに「現実世界」状態のもとで試験されることを認める。他のより「人

工的な」トラヒックパターンは、興味深い状態を再現するために使用される。これらは、ＳＵＴにストレス

をかけるための最悪ケースのシナリオを再現しようと試みることができる。 

ＲＬＭの定義で重要なことは、完全に再現可能（少なくとも統計的な手法で）である一方でアウトサービ

ス性能試験をサポートするために必要な柔軟性をもつことを可能とすることである。試験器の出力するセ

ル流（潜在的にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１９１のテストセル流の形式の中で）は、完全に特徴づけられて知られ

ていなければならない。試験機によるＲＬＭの生成とその出力の間に、それを変形してはならない。さも

なければ、試験器はＳＵＴの一部分となり、試験の価値は著しく減少する。 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１９１はＲＬＭの仕様を含んでいる。 

 

C.4 セルエラー率 

 セルエラー率は発信元測定点においてネットワークにＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１９１のテストセルストリー

ムを転送し、着信先測定点においてテストセルストリームと受信セルストリームを比較することによって

、アウトサービスで測定可能である。 

 インサービス測定によるセルエラー率の評価は望ましいが、難しい。ＢＩＰ１６識別子は次のアルゴリ

ズムを使用したＮ個のセルからなるブロック上で、セルエラー率を評価するために用いることを提案され

ている。 

 

・セルの損失無しで、ｉ≦Ｎ／３２（Ｎは１２８または２５６）個のパリティ違反が観測されたなら、エラ

ーセル数をｉ個として評価する。 

・セルの損失無しで、ｉ≦１５（Ｎ≧５１２）個のパリティ違反が観測されたなら、エラーセル数をｉ個と

して評価する。 
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・セルの損失無しで、Ｎ／３２（Ｎは１２８または２５６）個以上のパリティ違反が観測されたなら、エラ

ーセル数をＮ個として評価する。 

・セルの損失無しで、ｉ＝１６（Ｎ≧５１２）個のパリティ違反が観測されたなら、エラーセル数をＮ個と

して評価する。 

 

 上記手段を用いて確認されたエラーセル数をＮｅとする。ＣＥＲは、セル損失やセル誤挿入が観測され

ないブロック内で転送されたセル総数Ｎ’ｔ0+1 と、観測されたエラーセル数Ｎｅの比率として評価される

。 

 その測定方法は、転送媒体が殆どエラーを生じないような媒体、あるいは大きなバーストエラーが生じ

るような媒体を仮定している。この方法の実現する可能性と精度、そして他のインサービスによるＣＥＲ

評価方法は今後の検討課題である。 

 

C.5 セル損失率 

 本節ではＣＬＲ0 とＣＬＲ0+1 をインサービスで評価するための方法を述べる。ＣＬＲ1 は本標準の評価

観点では対象として考えられていない。ＣＬＲ0+1 はＮｌ0+1 をＮｔ0+1 で割ることにより、評価してもよ

い。ＣＬＲ0はＮｌ0をＮｔ0で割ることにより、評価してもよい。セル誤挿入が測定期間内に生じるなら、

セル損失イベントを少なく数えることがある。 

 不適合セルがＵＰＣ／ＮＰＣによりタギング、又は廃棄される時、ＣＬＲ0（ＣＬＲ0+1）のインサービス

での評価値は修正されなければいけない。この修正は、ＵＰＣ／ＮＰＣから直接行われた廃棄セル数やタ

ギングセル数のカウント、さらに節 7.3の修正されたＣＬＲの定義を用いて行われる。しかしながら、ＵＰ

Ｃ／ＮＰＣが正確な適合定義の実装をしているとは期待できない（付録Ｉ参照）。特にＵＰＣ／ＮＰＣで廃

棄されたセル数は、ＵＮＩ／ＮＮＩで適用される最も厳しい適合テストにより、不適合とみなされたセル

数とは異なるだろう。そのため、不適合セル数の代わりに、ＵＰＣ／ＮＰＣの損失セル数のカウント値を

用いると、時として不正確な結果になるだろう。さらに、セルがＵＮＩ、あるいはどこかのＮＮＩにおい

て不適合とみなされた時、各コネクション区間での性能値とエンド・エンド間の性能値の関係は単純では

ない。例えば、セルがＵＰＣにより適合と認識されるが、ＮＰＣにより不適合と認識された時、二つのコ

ネクション区間で契約されたＱｏＳで配送しているとしても、（ＮＮＩでの明らかな不適合により）エンド

・エンド間のＱｏＳでは配送されない。 

 セル損失率のより正確な評価は、アウトサービス方法により発信元観測点と着信先観測点間で十分に大

きな数量の送信テストセル数と受信テストセル数を比較することで得ることができる。テストセルのペイ

ロードにあるシーケンス番号とＣＲＣ（巡回誤り訂正符号）16は、セル損失とセル誤挿入とセルエラーの測

定を実行するために使用しても良い。 

 

C.6 セル誤挿入率 

 セル誤挿入率はＮｍ0+1を測定区間間隔で除算することにより、インサービスで評価することができる。

測定期間中にセル損失が生じたなら、セル誤挿入イベントを少なく数えることがある。 

 セル誤挿入率をより正確に評価するためのアウトサービス方法は、既知の期間において、ＶＰあるいは

ＶＣコネクション上に、一つもセルが転送されないように維持することである。そのコネクション上にお

いて受信されるどのセルも誤挿入されたセルであり、セル誤挿入率は、その観測期間毎に受信したセル数

を除算することで評価できる。誤挿入されるセルを観測する可能性はネットワークの効率を犠牲にして、

空コネクション数を増やすことで、増加することもできる。 
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C.7 シビアリエラーセルブロック（ＳＥＣＢ）率 

 ＳＥＣＢは、ＣＬＲ0+1の目標値が示されているかどうかに依存するが、各セルブロック内での損失セル

数、あるいは誤挿入セル数を計算することによって、インサービスで評価可能である。 

 順序通りＦＭセルが到着する時、その対応するセルブロック内で転送されるセル数はｎｔ0+1である（Ｃ

ＬＰ＝０のセルに対してはｎｔ0）。これらの値はモニタリングされたブロック内で受信されたセル数ｎｒ

0+1と比較することができる（ＣＬＰ＝０の受信セルに対してはｎｒ0）。より正確に記述すると： 

 

ａ） 合計したＣＬＰ＝０＋１のセル流に対して規定されたＣＬＲの目標値が存在するなら、あるセルブロッ

クは転送したＣＬＰ＝０＋１のセル数から受信したＣＬＰ＝０＋１のセル数を引いた差の絶対値｜ｎ

ｔ0+1－ｎｒ0+1｜がＭより大きい時にシビアリエラーと見なされる。 

 

ｂ） 合計したＣＬＰ＝０＋１のセル流に対して規定されたＣＬＲの目標値がＵであり、ＣＬＰ＝０のセル流

に対するＣＬＲの目標値が存在するなら、ＣＬＰ＝０の転送セル数からＣＬＰ＝０の受信セル数（ｎｔ

0－ｎｒ0）の差がＭより大きい、あるいはＣＬＰ＝０＋１の受信セル数からＣＬＰ＝０＋１の転送セル

数をひいた差（ｎｒ0+1－ｎｔ0+1）がＭより大きい時にセルブロックはシビアリエラーと見なされる。 

 

ｃ） 合計したセル流、あるいはＣＬＰ＝０のセル流に対して、ＣＬＲの契約が存在しないなら、ＳＥＣＢＲ

に対するＱｏＳ契約は存在しない。これらのケースにおいて、網提供者側は網のＳＥＣＢＲを評価する

ことに興味があるかもしれない。そうした時に、方法ａ）が提案される。 

 

 シビアリセルエラー率は、連続あるいは不連続なＳ個のセルブロックに対して、ＳＥＣＢの総数を前記

Ｓで除算することにより、インサービスで評価することができる。このインサービス測定方法は、評価値

Ｍ内にシビアリセルブロックを少なく数える。より正確なＳＥＣＢＲの評価はアウトサービスで測定した

転送セル数と受信セル数を比較することによって得ることができる。ＳＥＣＢＲは、連続あるいは不連続

のセルブロックに対して、ＳＥＣＢの総数を前記Ｓで除算することにより評価されるべきである。 

 

C.8 セル転送遅延 

セル転送遅延は、設定されたコネクション上でネットワークを通してタイムスタンプを付与したＯＡＭ

セルを転送することにより、インサービスで測定することができる。送信されるＯＡＭセルのペイロード

には、セルが送信された時刻ｔ1が含まれている。受信側はセルを受信した時刻ｔ2からｔ1を差し引き、そ

のセルに対するセル転送遅延を決定する。この方法では、２つのＭＰ間でクロックが同期していることが

必須である。 

注２ ＳＤＨフレームにセルを埋め込んだり取り出したりするイベントがフレームのイベント時間に概

算されるならば、遅延パラメータ測定の正確さは、ＳＤＨインタフェースにおける±200μ秒より良くはな

らない。 

セル転送遅延分布の統計情報を計算するために、個々のセル転送遅延の観測結果を統合してもよい。こ

の統計情報は、２ポイントＣＤＶの特性も示している。セル転送遅延および２ポイントＣＤＶ分布を得る

ために、ＯＡＭセル測定を用いることは可能であるが、ＯＡＭセル送信頻度により制限されることがある

。これについては、今後の検討課題である。 

セル転送遅延に対するアウトサービス測定手法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１９１に記述されている。 
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C.9 セル遅延変動 

 付図Ｃ－３／ＪＴ－Ｉ３５６は、１ポイントＣＤＶ値（ｙk）の観測結果に基づいた一連の転送セルに対す

る２ポイントＣＤＶ分布の範囲（絶対セル転送遅延分布の範囲と等価）を推定するための手法を示している

。この方法は、セルは一様にピークセルレートで入力されることを前提としており、ＣＢＲサービスを提

供するコネクションに対してのみ適用可能である。測定点において、セル k を観測した時刻ａkにおける、

１ポイントＣＤＶパラメータｙk=ｃk-ａk の値を計算し、Ｑk（セル転送遅延の観測された範囲）の現在の値

を得る。次に、 

 

－ｙkが非負の場合、次のセル参照時刻ｃk+1を計算し、理論送出時刻と実到着時刻の間の、観測された正の

差分を考慮して、Ｑkを計算する。 

－ｙkが負の場合、セル kは理論時刻に比べて湯 xれている狽ﾆ見なす。次のセル参照時刻ｃk+1を計算し、計

算によって得られたＱk-1およびｙkの値を考慮してＱkの値を計算する。 

 

 この方法では、セル損失および誤挿入が発生した場合には、正しい結果が得られない。このような場合

に対応可能な方法は、今後の検討課題である。 

 １つの方法として、損失セルあるいは誤挿入セル数を数えて、引き続くセルに対する予想到着時刻をず

らすことが考えられる。 

 上述した方法では、セル転送遅延分布の量を推定することはできない。この量は、２ポイントＣＤＶを

測定することにより推定することができるであろう。より完全な測定方法は、以下に述べる方法を基にし

て得られるであろう。 

 

 修正された参照到着パターン｛ｃ”k｝は次のように定義される。 

    ｃ”0＝ａ0＝0 

   ｃ”k+1＝ｃ”k＋Ｔ 

 

 損失あるいは誤挿入セルが観測セルストリーム内で発生しない場合、ｙ”k=ｃ”k-ａkの値の分布は、２ポイ

ントＣＤＶ分布量を推定するために用いることができる。 
 セル遅延変動に対するアウトサービス測定手法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１９１に記述されている。 
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セル到着時点
ｃ  1= c 0＋T

ｋ = 0
Q0 = 0

セル到着時点
ｋ = ｋ＋１ 
ｙk = ｃ  ｋ－ａ  ｋ

Ｓｔａｒｔ

ｙk＜0
Ｙｅｓ

Ｎｏ

(遅く到着したセル)

Ｅｎｄ

Ｙｅｓ

ｋ = ｋ   ０

Ｎｏ

ｃ  k+1 = yk＋ａ  ｋ＋Ｔ

Qｋ = ｍａｘ（Qk-1, yｋ)
Qk = Qk-1－yｋ

yｋ = 0

T1300080-93/d08

ｃｃｃｃ  ｋｋｋｋ

aaaa    kkkk

ｙｙｙｙ  ｋｋｋｋ

QQQQ  ｋｋｋｋ

ｃｃｃｃ´́́́ｋｋｋｋ+1＝＝＝＝

  MPにおけるセルkの参照到着時刻

  MPにおけるセルkの実際の到着時刻

  １ポイント CDV

  セルkまでのセルの集合におけるセル転送遅延の観測範囲

y´k＋a k＋T = a k＋T    y´k＜0 の場合（セル到着時点において）
y´k＋a k＋T = ｃ´k＋T   0≦y´k≦τの場合｛

変数 :

 

付図Ｃ－３／ＪＴ－Ｉ３５６ ＣＢＲサービスを提供するコネクションに対する１ポイントＣＤＶ 

  (ITU-T I.356)     からの２ポイントＣＤＶの範囲の推定 
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C.10 ＦＭ ＯＡＭセル損失が発生した場合のＣＬＲおよびＳＥＣＢＲの推定 

 本節では、１あるいは複数の順方向モニタリング（ＦＭ） ＯＡＭセルの損失が発生した場合においても

、提供されている性能を推定することが可能なアルゴリズムを記述する。 

 以下に示す簡易なアルゴリズムは、１あるいは複数のＦＭセルの損失が発生した場合においても、受信

したＦＭ ＯＡＭセル各々に対する損失セルと誤挿入セルの数を推定する。このアルゴリズムは、単純な

一般化により、ＣＬＰ＝０＋１のセル数（ＦＭ ＯＡＭセルのＴＵＣ0+1領域を用いる）のみを用いる。こ

のアルゴリズムは次の変数を使用する。 

 

・ΔＳnは１つ前に受信したＭＣＳＮを現在のＭＣＳＮ（ ＭＣＳＮは、モニタリングセルのシーケンス番号

として定義されているＯＡＭ FMセルの領域である。）の差分を示す。 

・ΔＴＵＣは１つ前に受信したＴＵＣ0+1 と現在のＴＵＣ0+1 の差分である。これは、直前の２つの受信Ｆ

Ｍ ＯＡＭセルの間に送信された、ユーザ観測セル数（ｎｔ）を示している。ΔＮは、受信セル数（ｎｒ）

と送信セル数（ｎｔ）の差分を示す。（例えば、Δｎ＝ｎｔ－ｎｒ） 

 

 このアルゴリズムの原理は、（ＳＥＣＢの数の増加につながる）大きな性能劣化のグループから、（ＣＬ

ＲおよびＣＭＲの増加につながる）孤立した、あるいは小数の性能劣化のグループを区別することである。

以下にその手順を示す。 

 

・ΔＳnが１の場合、ＦＭ ＯＡＭセル損失は無いと判定し、通常の推定方法が用いられる。 

・ΔＳnが２の場合、１つのＦＭ ＯＡＭセルが損失したと見なす。ΔＮの絶対値がＳＥＣＢのしきい値より

小さい場合、セル損失カウンタか誤挿入セルカウンタのどちらかが、この絶対値分（ΔＮの符号に応じて）

加算されるが、ＳＥＣＢカウンタは変更されない。反対に、ΔＮの絶対値がＭより大きい場合、セル損失

カウンタか誤挿入セルカウンタのどちらも変更されないが、ＳＥＣＢカウンタは２加算される。 

・ΔＳnが２より大きい場合、ＳＥＣＢカウンタはΔＳn加算される。 

 

 上記アルゴリズムのフローチャートを付図Ｃ－４／ＪＴ－Ｉ３５６に示す。 
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正常OAMセル受信
(正常=CRC10のエラー無し)

MCSNold = MCSNnew
TUCold = TUCnew

ΔＮ
誤挿入セル

ΔTUC＜０

ΔＳｎ＜０

ΔＳｎ＞２

|ΔＮ|＞SECB
のしきい値

ΔＮの値を計算

ΔＳｎ＝ΔＳｎ＋256

ΔTUC＝ΔTUC＋65536

Ｓｔａｒｔ

ΔＮ＞０

ΔＮ
損失セル

ΔＳｎ分のSECB

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

ΔＳｎ ＝ MCSNnew-MCSNold

ΔTUC ＝ TUCnew-TUCold

ΔＮ ＝ ΔTUC- 直前に受信した２つの正常OAM
           セル間に受信したユーザセル数

Ｙｅｓ

 本アルゴリズムでは初期化フェーズは考慮しない

 MCSNnew および TUCnew 領域は直前に受信した正常

  OAMセルのものを用いる

 MCSNold および TUCold 領域は１つ前に受信した正常

  OAMセルのものを用いる 

注注注注

このアルゴリズムでは、SECBのしきい
値はインサービスでの実際のPM OAM 
ブロックサイズに依頼する“動的”な値で
ある。この値は次の式を用いて得られる。
ΔTUC / (ΔSn×32）
ただし､ΔSnが１または２の時のみ有効

注注注注

 

 

付図Ｃ－４／ＪＴ－Ｉ３５６ ＯＡＭセルの損失が発生した場合のセル転送性能パラメータの推定 

      (ITU-T I356)  
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付属資料Ｄ：シグナリングＱｏＳ選択 
（この付属資料は本標準の不可欠な部分である） 

 

 本付属資料は、ＱｏＳの選択と契約に関するユーザと網のシグナリングの解釈法について、情報を提示

している。本付属資料はまた、ＡＴＭフォーラムのシグナリング規格を用いた網との相互動作についての

情報も含んでいる。 

 

D.1 ＱｏＳクラスに対するシグナリング選択 

 ＱｏＳクラスに対する要求は常に、公衆Ｂ－ＩＳＤＮを通した呼設定要求の一部である。ＤＳＳ２／Ｂ

－ＩＳＵＰ７）手段は、ユーザが選択したＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６ ＱｏＳクラスの明示的なシグナリン

グを考慮に入れている。網は、要求されたＡＴＣと組み合わせて明示的にシグナリングされたＱｏＳクラ

スにて契約できないのであれば、その呼の設定は拒否されるであろう。 

ＱｏＳクラス情報フィールドにデフォルトのコード値が記入されているときには、ＱｏＳクラス選択は

、ＡＴＣ要求において暗黙である。その場合、要求されたＱｏＳクラスは、要求されたＡＴＣに伴うデフ

ォルトＱｏＳクラスとして採用される。ＡＴＣのリストと、ＡＴＣのデフォルトＱｏＳクラスに対する関

連付けは、付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ２９６１．２に示される。網が一般的に、ＡＴＣとＱｏＳクラスのこの

暗黙の組み合わせにて契約できない場合には、その呼の設定は拒否されるであろう。 

 

注１ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６５．１では、コードポイント０をＱｏＳクラス情報フィールドのデフォル

トコード値としている。 
 

明示的に要求されるＱｏＳクラスは常に、ＡＴＣに含まれるＱｏＳクラスと入れ替わって用いられる。 

 

D.2 個々のパラメータのシグナリング 

 ＱｏＳクラスに対するユーザの選択は、個々の性能パラメータに関する情報を伝達するシグナリングフ

ィールドによって（オプション的に）補うことができる。これらのフィールドは、発信ユーザがＡＴＭフォ

ーラムシグナリングドメインにいる場合に時折用いられることがある。 

 

D.2.1 個々のパラメータに関する補足情報を含むフィールドの解釈 

D.2.1.1 ユーザ選択 

 最大ＣＴＤフィールドは、ＣＴＤ最大値に対する発信ユーザの選択に関する補足情報を伝達するために

使用される。最大ＣＤＶフィールドは、ＣＤＶの最大値に対する発信ユーザの選択に関する補足情報を伝

達するために使用される。最大ＣＬＲ０＋１と最大ＣＬＲ０フィールドはそれぞれ、ＣＬＲ０＋１とＣＬＲ０の

最大値に対する発信ユーザの選択に関する補足情報を伝達するために使用される。 

 最大ＣＴＤフィールドは公衆Ｂ－ＩＳＤＮによって、コネクション存続中の平均ＣＴＤの上限値申告と

して解釈されるであろう。同様に、累積ＣＴＤフィールドは、コネクション存続中の平均ＣＴＤの推定値

として解釈されるであろう。ＳＧ４．０とＰＮＮＩを用いた網は、これら２つの値をそれぞれコネクショ

ン存続中のＣＴＤ分布の上位量の境界値と推定値として解釈するであろう。ＣＤＶに厳しい限界がある場

合にのみこれらのＣＴＤフィールドは使用されうるため、この解釈上の相違は相互動作問題を引き起こす

ことはないであろう。 

 一般に網は、高い精度でエンド・エンドＣＴＤを簡便に管理することができない。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ

３５６に従うために、網は下記のように最大ＣＴＤ選択に対して応答するであろう。 

                                                             
７） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１およびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６５．１ 
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・最大ＣＴＤが２５０ｍ秒以下の値を示す場合には、コネクションのエンド・エンド間の各網は、１５０ｍ

秒以下のエンド・エンド平均ＣＴＤにて契約するために必要な手順を実行する。 

・最大ＣＴＤが２５０ｍ秒より大きく５００ｍ秒以下の値を示す場合には、コネクションのエンド・エンド

間の各網は、４００ｍ秒以下のエンド・エンド平均ＣＴＤにて契約するために必要な手順を実行する。 

・最大ＣＴＤが５００ｍ秒より大きい値を示すか、またはいかなるＣＴＤも受理可能であることをシグナリ

ングによって明示的に示す場合には、エンド・エンドコネクションを提供する網は、選択されたＱｏＳク

ラスに関係なく、いかなるＣＴＤ契約もサポートする義務は無い。 

 

 コネクションのエンド・エンド間の各網が節９．３にて規定されるＣＴＤ割り当て規則を適正に使用す

るならば、上記のエンド・エンドＣＴＤ契約の３つのカテゴリが達成されるであろう。個々の網提供者が

ＣＴＤを割り当て値未満にすることを望む場合には、それらはそうできるし、またそうするように促進さ

れる。しかしながら、ＴＴＣ標準の適用範囲を越えた、追加の運用者同意が無ければ、規定値（１５０ｍ秒

と４００ｍ秒）のうちのひとつ以外のエンド・エンドＣＴＤにて契約することは、複合網コネクションに対

しては不可能であろう。 

 当分の間、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６では、網に対して、最大ＣＤＶ、最大ＣＬＲ０、または最大ＣＬＲ

０＋１の値に基づいたコネクションをルーティングすることは要求しない。ＱｏＳクラスの定義に含まれるも

の以外のＣＤＶまたはＣＬＲ性能に対するエンド・エンド契約は無い。 

 

D.2.1.2 累積値 

 累積ＣＴＤフィールドはＣＴＤの累積推定値を伝達、配布するために、呼設定の間使用される。ＣＴＤ

選択が最大ＣＴＤフィールドを用いてシグナリングされる場合、または最大ＣＴＤフィールドがＣＴＤの

補足的選択を表示することなく累積ＣＴＤの使用を要求する特定のコードで占められる場合にのみ使用さ

れる。累積ＣＴＤの値は、各網が自身の平均ＣＴＤの適正な推定値を加えるときに、各網によって更新さ

れる。網の平均ＣＴＤの推定は動的に計算される必要は無い８）。しかし一般に９章の割り当て規則に整合

するべきであり、かつ一般に、最大ＣＴＤ値により示されるエンド・エンドＣＴＤ選択をサポートするた

めの共同の試行に整合するべきである。あるポイントにて累積ＣＴＤが最大ＣＴＤによって許容されるよ

り大きなＣＴＤを示す場合には、呼設定試行は拒否されるかもしれないことに注意のこと。 

 累積ＣＤＶフィールドはＣＤＶの累積推定値を伝達、配布するために、呼設定の間使用される。ＣＤＶ

選択が最大ＣＤＶフィールドを用いてシグナリングされる場合にのみ使用される。累積ＣＤＶの値は、各

網が自身のＣＤＶの適正な推定値にて現在の累積ＣＤＶ値を補足するときに、各網によって更新される。

網のＣＤＶの推定は動的に計算される必要は無い９）。しかし一般に９章の割り当て規則に整合するべきで

あり、かつ一般に、最大ＣＤＶ値により示されるエンド・エンドＣＤＶ選択をサポートするための共同の

試行に整合するべきである。あるポイントにて累積ＣＤＶが最大ＣＤＶより大きな値を示す場合には、呼

設定試行は拒否されるかもしれないことに注意のこと。 

 累積ＣＤＶにおけるＣＤＶ推定の累積方法については今後の検討課題である。当分の間、それらの方法

がそのフィールドの定められた目的に整合しているならば、独自の方法が受け入れられる。 

 累積ＣＴＤフィールドと累積ＣＤＶフィールドにて伝達される累積値は、ユーザが適切に小さなＣＤＶ

                                                             
８） 静的な推定は、このネットワーク上でこのＱｏＳクラスを使用するときに観測される、より大きなＣＴＤについての
知識に基づくことができるだろう。動的な推定は、もし知られていれば、実際のルート長および通過するスイッチ(VP と
VC)の数に基づくことができるだろう。 
９） 静的な推定は、このネットワーク上でこのＱｏＳクラスを使用するときに観測される、より大きなＣＤＶについての
知識に基づくことができるだろう。動的な推定は、もし知られていれば、通過するスイッチ(VP と VC)の実際の数に基づ
くことができるだろう。 
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許容値を協定したときにのみ、意味を持っている。 

 

D.2.2 個々のパラメータについて補足的情報を含むフィールドの応用性の限界 

 個々の性能パラメータに関する補足的情報の供給は完全なオプションであり、個々のフィールドはある

ＱｏＳクラスの（明示的または暗黙的）要求とともにのみ使用することができる。付表Ｄ－１／ＪＴ－Ｉ３

５６は、個々のパラメータのシグナリングフィールドがいつ使用できるかを定義する。この表に整合しな

い方法でこれらのフィールドを使用すると、呼設定試行は拒否されるであろう。 

 

付表Ｄ－１／ＪＴ－Ｉ３５６ 要求ＱｏＳクラスと補足情報フィールドの許容される組み合わせ 

       (ITU-T I.356) 

 

 最大 CTD 累積 CTD 最大 CDV 

（注） 

累積 CDV 

（注） 

最大 CLR０＋１ 

（注） 

最大 CLR０ 

（注） 

クラス１ 

(厳格なｸﾗｽ) 

可 可 可 可 可 不可 

クラス２ 

(ﾄﾚﾗﾝﾄｸﾗｽ) 

不可 不可 不可 不可 可 不可 

クラス３ 

(ﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙｸﾗｽ) 

不可 不可 不可 不可 不可 可 

クラス４ 

(U ｸﾗｽ) 

不可 不可 不可 不可 不可 不可 

クラス５ 

(厳格なﾊﾞｲﾚﾍ

ﾞﾙｸﾗｽ) 

可 可 可 可 不可 可 

 

注－これらのフィールドは目下ＤＳＳ２／Ｂ－ＩＳＵＰ手順によってサポートされていない 
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付録Ⅰ：ＵＰＣ／ＮＰＣメカニズムの性能評価 
（この付録は本標準の不可欠な部分ではない） 

（標準ＪＴ－Ｉ３５６に対する） 

 

 この付録はＵＰＣ／ＮＰＣメカニズムの性能評価について記述する。ネットワークの各区間に割り振ら

れたＣＬＲ目標値をネットワーク提供者が満たすことを補助するために、単にこの情報は提供される。Ｕ

ＰＣ／ＮＰＣメカニズムがこれらの提案に従うかどうかは関係なく、あるネットワークの一区間がそこに

割り振られた性能目標値を満たすのであれば、あるネットワークの一区間は本標準に示される性能に適合

していると考えられる。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１で規定されるように、ＵＰＣ／ＮＰＣの性能評価はＵＰＣ／ＮＰＣの動作と

セル適合性定義によって表現される理想的なＵＰＣ／ＮＰＣメカニズムとを比較することにより行われる

。 

 ＵＰＣ／ＮＰＣのメカニズム性能の二つの側面を考えなければならない。 

 

・ＵＰＣ／ＮＰＣのメカニズムは理想的なＵＰＣ／ＮＰＣのメカニズムよりも多くのセルを廃棄したりタギ

ングしたりすべきではない。 

・不適合セルがあった時、ＵＰＣ／ＮＰＣのメカニズムは少なくとも理想的なＵＰＣ／ＮＰＣのメカニズム

で得られる不適合セル数の下限値と等しい数のセルの廃棄またはタギングをできるようにすべきである。 
 

 一点目のみがこの付録で考えられており、二点目は今後検討が必要な点である。いかなるタイプのトラ

ヒック契約においても、良好に動作するＵＰＣ／ＮＰＣのメカニズムは、廃棄するセルやタギングするセ

ルの数を常に節 7.2で定義される最抑制試験によって得られるセル数以下にすべきである。 
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付録Ⅱ：ＡＴＭ性能目標値を裏付ける為の仮想参照コネクション 
（この付録は本標準の不可欠な部分ではない） 

（標準ＪＴ－Ｉ３５６に対する） 

 

 この付録は、８章で示されたエンド・エンドの性能目標値の実行の可能性が有効となるように考えられ

る仮想参照コネクションを示している。これらの仮想参照コネクションは単なる例である。この付録内の

資料は規準とはせず、また、いかなる特有のコネクション構成を推奨したり主唱するものではない。８章

の性能目標値を満たすいかなるコネクションや９章の割り当て規則を満たすコネクション区間は、本標準

の本文部分に示されている標準に十分そったものとして考えられる。 

 ８章でのエンド・エンドの目標値を２００１年までにサポートできるかどうかを評価している中で、以

下に示している複雑だが現実に近い仮想参照コネクション（ＨＲＸｓ）が考えられた。 

ａ） ＶＣＣ 

ｂ） ＶＰＣ 

 これらのＨＲＸｓが付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｉ３５６に図示されている。 

 

IIP
(0)ITPIIP(1) 国内区間国内区間

IIP
(0) ITP

ITPIIP 国内区間国内区間 ITP ITP IIP IIPIIP

a) VCC  HRXa) VCC  HRXa) VCC  HRXa) VCC  HRX

b) VPC  HRXb) VPC  HRXb) VPC  HRXb) VPC  HRX

- VC 発信元/受信側
- VP 発信元/受信側
- VC 交換
- VP 交換

 
 

付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｉ３５６ ２７，５００ｋｍの仮想参照コネクション 

           (ITU-T I.356) 
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 ＶＣＣとＶＰＣの両者の国際間ＨＲＸｓは二つの国内区間と一つの国際区間（ＩＰ）を含んでいる。国際

区間はそれぞれ、ＡＴＭ(ＶＰかつ／またはＶＣ)交換またはクロスコネクト機能を３つの中継する国毎に有

する。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２６に示されているようにＨＲＸｓの長さは２７５００ｋｍである。 

 解析の結果、表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６に提案されているエンド・エンドの目標値とＱｏＳクラスがＨ

ＲＸｓで成し遂げられ得ることが合意された。 

 

Ⅱ.1 ＨＲＸｓ内のＡＴＭノードの数 

 定義では、ＶＰコネクションの為の国際運用者間区間（ＩＩＰ）は、いかなるＡＴＭノードも含まない。

ＶＣコネクションの為のひとつのＩＩＰは、ＶＰレイヤをアクセスするいくつかのＡＴＭノードを含むこ

とがある。ＩＩＰ（ｉ）はｉヶ国にわたる全てのＶＰレイヤをアクセスしているＩＩＰを示している。 

 付表Ⅱ－１／ＪＴ－Ｉ３５６は、二つのＨＲＸｓ標準コネクション区間内を横切るＡＴＭ（ＶＰとＶＣ）

ノードの数を示している。 

 

付表Ⅱ－１／ＪＴ－Ｉ３５６ 二つのＨＲＸの各区間内のＡＴＭノード数 

            (ITU-T I.356) 

 

    

８

４

３

適用不可

０

０

６

適用不可

９

適用不可

３

３

国内区間 ＩＩＰ(0) ＩＩＰ (1) ＩＩＰ(2) ＩＩＰ (3) ＩＴＰ

a)ＶＣＣ

b)ＶＰＣ
 

 

 

 付表Ⅱ－２／ＪＴ－Ｉ３５６は付表Ⅱ－１／ＪＴ－Ｉ３５６を基にそれぞれのＨＲＸｓによって横切ら

れるＡＴＭノードの数を算出している。 

 

付表Ⅱ－２／ＪＴ－Ｉ３５６ 各ＨＲＸ内のノード総数 

                (ITU-T I.356) 

 

             

ａ）ＶＣＣ ｂ）ＶＰＣ

25 =

8+(3 3)+8

17 =

4+(3 3)+4
ノード数

 

 

 

Ⅱ.2 ＨＲＸｓ内のスイッチング速度 

 ＨＲＸｓには２つのタイプのノードが考えられた。 

・３４または４５Mbit/s相当の速度の出力リンクを有するノード 

・少なくともＳＴＭ１（１５５Ｍbit/s）相当の速度の出力リンクを有するノード 

 付表Ⅱ－３／ＪＴ－Ｉ３５６は、４つのＨＲＸｓのそれぞれの標準コネクション区間に対し３４または

４５Ｍbit/sで動作する為に想定されるＡＴＭノードの数を示している。残りのリンクは１５０Ｍbit/sもしく

はそれ以上で動作することが想定された。 
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付表Ⅱ－３／ＪＴ－Ｉ３５６ 各区間内の３４または４５Ｍbit/sでのＡＴＭノードの最大数 

         (ITU-T I.356)   

    

    

３

２

１

適用不可

０

０

２ ３ １

１

国内区間 ＩＩＰ(0) ＩＩＰ(1) ＩＩＰ(2) ＩＩＰ(3) ＩＴＰ

a) ＶＣＣ

b) ＶＰＣ 適用不可 適用不可

 

 

 

注 近い将来において、多くのＡＴＭコネクションが３４または４５Ｍbit/sより低いレートでアクセスリン

クを持つようになるであろう。以下の二つの特殊な場合が考えられた。 

  － 入り側アクセスリンク速度が３４または４５Ｍbit/sより低いが、出側の速度が少なくとも３４また

は４５Ｍbit/sの場合：この場合、追加されるＣＤＶの劣化は予想されない。 

  － 出側リンク速度が３４または４５Ｍbit/sより低い場合：この場合、表８－１／ＪＴ－Ｉ３５６で示

されるエンド・エンドの目標値を越えて追加されるＣＤＶの劣化が予想される。考えられたＨＲＸ

ｓでは、出側リンク速度が３４または４５Ｍbit/sより大きくなることが想定された。 

 

Ⅱ.3 ＨＲＸｓ内の負荷 

 それぞれの伝送リンクがアクティブセルによって占有される割合は、ＶＣＣのＨＲＸｓに対してもＶＰ

ＣのＨＲＸｓに対しても０．８５になると仮定された。ネットワークがそのような高い負荷で連続して動

作すること、とりわけアクセスリンクについてはありえないであろう。ＣＤＶの解析において、それぞれ

のリンクの負荷は０と０．８５の間で変化することが仮定された。 

 

Ⅱ.4 ＨＲＸｓ内の静止衛星 

 ＨＲＸｓの研究の中で静止衛星の利用が考えられた。ひとつの静止衛星はＨＲＸｓの内部で利用される

ことが可能であり、なおかつ、静止衛星が地上の長大な距離、および、複数のＡＴＭノード、および／ま

たは中継国区間を置き換えられるという仮定のもとに、静止衛星は６章のエンド・エンドの目標値を満足

することができる。 

 低軌道および中軌道衛星の利用は、これらのＨＲＸｓのコネクションにおいては考慮されなかった。 

 静止衛星ホップを含む区間に与えられる割り当てを選択する時、その衛星は地上の長大な距離で置き換

えられ、いくつかのＡＴＭノードの必要性がなくなることが仮定される。付表Ⅱ－４／ＪＴ－Ｉ３５６は

ＳＥＣＢＲ、ＣＥＲおよびＣＬＲの為に用意している割り当てを利用したＨＲＸｓを示している。これら

のＨＲＸの設計は規準とはならない。 
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付表Ⅱ－４／ＪＴ－Ｉ３５６ 静止衛星を持つ仮想区間 

                (ITU-T I.356) 

 

       

ＮＰ

ＩＩＰ(0)

ＩＴＰ

ＩＩＰ(1)

ＩＩＰ(2)

ＩＩＰ(3)

１

１

１

１

１

１

   500 km

＜100 km

＜100 km

  1000 km

  2500 km

  5000 km

２ or ３

０

２

１ or ２

２ or ３

４ to ６

区間タイプ 静止衛星 地上の距離 ATM ノード
(VC or VP)

 

 

 

Ⅱ.5 ＨＲＸｓの他の側面 

・それぞれのＨＲＸｓはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２６に基づき空間的経路距離のある割合を有する。 

・全ての伝送設備エラー性能はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２６に矛盾しない。  

 

  注 追加的な伝送性能パラメータと目標値の必要性は検討中である。 

 

・地上伝送と物理レイヤ処理によるセル転送遅延（ＣＴＤ）は１キロメートル当たり６．２５μ秒である。 

・それぞれのＡＴＭノード（ＶＣまたはＶＰ）は最悪の場合、平均で３００μ秒のＱｏＳクラス１のキュー

イング遅延を生成する。 

・プライベートネットワークやカスタマ装置／カスタマネットワークは含まれない。 

 



 - 61 - ＪＴ－Ｉ３５６ 

付録Ⅲ：節 9.5､ 9.6および 9.7の割り当て規則のアプリケーション例 
（この付録は本標準の不可欠な部分ではない） 

(標準ＪＴ－Ｉ３５６に対する) 

 

 以下の例は節 9.5, 9.6および 9.7の割り当て規則の使用例を説明している。 

 

国際コネクション構成の例１ 
・ＭＰＴとＭＰＩとの間の空間的経路距離が１０００ｋｍに等しいＮＰ；計算経路長は１５００ｋｍ 

・ＭＰＩ同士の間の空間的経路距離が５００ｋｍに等しいＩＩＰ（０）；計算経路長は７５０ｋｍ 

・ＭＰＩとＭＰＴとの間の空間的経路距離が１０００ｋｍに等しいＮＰ；計算経路長は１５００ｋｍ 

上記の構成では、各目標値は以下のようになる。 

 そのＳＥＣＢＲとＣＥＲ目標値はエンド・エンドのＳＥＣＢＲとＣＥＲ目標値の４４％（=2×

(17.5+3)+(1+2)）である。 

 クラス１のＣＬＲ目標値はエンド・エンドのクラス１の目標値の５２％（=2×(23+2)+(1+1)）である。 

クラス２のＣＬＲ0+1 とクラス３のＣＬＲ0 の目標値はエンド・エンドのクラス２のＣＬＲ0+1 とクラス３

のＣＬＲの目標値の７０％（=2×34.5+1）である。 

 

国際コネクション構成の例２ 
・ＭＰＴとＭＰＩとの間の空間的経路距離が１０００ｋｍに等しいＮＰ；計算経路長は１５００ｋｍ 

・ＭＰＩ同士の間の空間的経路距離が５０００ｋｍに等しいＩＩＰ（３）；計算経路長は６２５０ｋｍ 

・ＭＰＩとＭＰＴとの間の空間的経路距離が１０００ｋｍに等しいＮＰ；計算経路長は１５００ｋｍ 

上記の構成では、各目標値は以下のようになる。 

 そのＳＥＣＢＲとＣＥＲ目標値はエンド・エンドのＳＥＣＢＲとＣＥＲ目標値の６４％（=2×

(17.5+3)+(10+13)）である。 

 クラス 1のＣＬＲ目標値はエンド・エンドのクラス１の目標値の８２％（=2×(23+2)+(25+7)）である。 

クラス２のＣＬＲ0+1 とクラス３のＣＬＲ0 の目標値はエンド・エンドのクラス２のＣＬＲ0+1 とクラス３

のＣＬＲ0の目標値の１００％（=2×34.5+31）である。 

 

国際コネクション構成の例３ 
・ＭＰＴとＭＰＩとの間の空間的経路距離が２０００ｋｍに等しいＮＰ；計算経路長は２５００ｋｍ 

・静止衛星を持つＩＩＰ（０） 

・ＭＰＩとＭＰＴとの間の空間的経路距離が５００ｋｍに等しいＮＰ；計算経路長は７５０ｋｍ 

上記の構成では、各目標値は以下のようになる。 

 そのＳＥＣＢＲとＣＥＲ目標値はエンド・エンドのＳＥＣＢＲとＣＥＲ目標値の７７％（

=(17.5+5)+35+(17.5+2)）である。 

 クラス１のＣＬＲ目標値はエンド・エンドのクラス１の目標値の７５％（=(23+3)+25+(23+1)）である。 

クラス２のＣＬＲ0+1 とクラス３のＣＬＲ0 の目標値はエンド・エンドのクラス２のＣＬＲ0+1 とクラス３

のＣＬＲ0の目標値の７０％（=2×34.5+1）である。 
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付録Ⅳ：下り方向のＡＴＭフォーラムドメインとのインタワーキング 
（この付録は本標準の不可欠な部分ではない） 

(標準ＪＴ－Ｉ３５６に対する) 

 

 ＡＴＭフォーラム仕様に基づいて設計されたネットワークは、ＡＴＭフォーラムの「サービスカテゴリ」

のユーザの選択から、暗黙の内に、ユーザのサービス品質要求について情報を受け取る。これらのネット

ワークはあるユーザの個々のパラメータ値に対する独特の選択によるシグナリングも許す。コネクション

要求がＴＴＣ標準(特に、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６ ＱｏＳクラスに関するもの)に基づいて設計されたネ

ットワークから発信されてＡＴＭフォーラム仕様に基づくネットワークに向かう時、要求されたＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｉ３５６ ＱｏＳクラスは適切なＡＴＭフォーラムサービスカテゴリに、そして将来的には、個別

のパラメータに関する情報に翻訳されなければならない。本付録はインタワーキング機能がそのような翻

訳をするために選んでもよい方法の一つを記述する。 

 上り方向のＡＴＭフォーラムドメインが、あるサービスカテゴリに対する要求と、個別のパラメータの

値をＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６ ＱｏＳクラス用の要求に翻訳する必要がある時に使える状態であり、類似

の翻訳をすることを推奨するようなＡＴＭフォーラム仕様文書がつくられることが期待される。 

 

Ⅳ.1 ＡＴＭフォーラムサービスカテゴリ 

 次のことが期待される、すなわち、呼設定要求がＴＴＣ標準ネットワークから発信されて、ＡＴＭフォ

ーラムに基づくネットワークに向かう時、要求された ATC とＱｏＳクラスをＡＴＭフォーラムサービスカ

テゴリに変換するために付表Ⅳ.1／ＪＴ－Ｉ３５６を使うことが可能であること。表はＴＴＣ標準 ATC や

ＱｏＳクラスとサービスカテゴリの間の関連性を示している。 

 

付表Ⅳ.1／ＪＴ－Ｉ３５６ ATCとＱｏＳクラス対に等価なＡＴＭフォーラムサービス 
    (ITU-T I.356)       カテゴリ 

 

 クラスクラスクラスクラス 1 
(厳格なｸﾗｽ厳格なｸﾗｽ厳格なｸﾗｽ厳格なｸﾗｽ) 

クラスクラスクラスクラス 2 
(ﾄﾚﾗﾝﾄｸﾗｽﾄﾚﾗﾝﾄｸﾗｽﾄﾚﾗﾝﾄｸﾗｽﾄﾚﾗﾝﾄｸﾗｽ) 

クラスクラスクラスクラス 3 
(ﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙｸﾗｽﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙｸﾗｽﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙｸﾗｽﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙｸﾗｽ) 

クラスクラスクラスクラス 4 
(U ｸﾗｽｸﾗｽｸﾗｽｸﾗｽ) 

クラスクラスクラスクラス 5 
(厳格なﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙ厳格なﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙ厳格なﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙ厳格なﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙ    

ｸﾗｽｸﾗｽｸﾗｽｸﾗｽ) 

DBR CBR CBR (注1) 
VBR1-nrt 

(SCR=PCR) 

NA UBR1 NA 

SBR1 VBR1-rt VBR1-nrt NA UBR1 
(注2) 

NA 

SBR2 NA NA VBR2-nrt 
(注3) 

UBR1 
(注2, 4) 

VBR2-rt 

SBR3 NA NA VBR3-nrt 
(注3) 

UBR2 
(注2, 3) 

VBR3-rt 

ABT ? ? NA ? NA 
ABR NA NA ABR 

(注5) 
ABR 
(注5) 

ABR? 
(注5, 6) 

[?]は関連付けられるものが無かった、または該当の関連付けが素直でないことを示す。 

[NA]はこのＡＴＣとＱｏＳクラスの組み合わせが表８－２／ＪＴ－Ｉ３５６では推奨されないことを示す

。 
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注 1:ＡＴＭフォーラムのシグナリング手順では、ＣＢＲトラヒックカテゴリについて、フォーラムのＴＭ

仕様では遅延保証があるとされているにもかかわらず、遅延保証無しのＣＢＲコネクションを許す。 

注 2:Ｕクラスが交渉された時は、ＡＴＭフォーラムネットワークは(ＳＣＲ、ＭＢＳ)トラヒックパラメータ

に依存する必要があることが期待されない。 

注 3:タギングの異なる使用はこれらの関連付けを不確定にさせる。 

注 4:ＵＢＲ１においては、ユーザはＣＬＰビットによって決められるセルの廃棄優先度に相違があると想

定できない。しかしながら、この相違は、ＳＢＲ２サービスモデルの一部である。 

注 5:ＡＴＭフォーラムは次のように言っている、すなわち、ＡＢＲコネクションについてはそのようなＱ

ｏＳ保証は無いが、ＲＭセルで運ばれるＡＢＲコマンドに従う発信元には「低セル損失」は「期待できる」

、そして、ＡＢＲに関する特定のＱｏＳ保証は独自で良い。 

注 6:ＡＢＲサービスカテゴリは遅延性能に関していかなる期待も含んでいない。しかしながらＴＴＣ標準

はＡＢＲ ＡＴＣとＱｏＳクラス５との関連性を許す。(表８－２／ＪＴ－Ｉ３５６参照) 

 

 

Ⅳ.2 個別の性能パラメータのシグナリングのためのＡＴＭフォーラムフィールド 

 呼セットアップの間、ＡＴＭフォーラム文書に従う下り方向のネットワークは個別のパラメータに関す

る情報を要求するかもしれない。もし必要なパラメータが呼設定メッセージの中にまだ入っていない場合

には、ネットワークのインタワーキング機能は、ＡＴＭフォーラムと互換性のあるネットワークのために

、それらを生成して埋める必要があるかもしれない。付表Ⅳ．２／ＪＴ－Ｉ３５６はインタワーキング機能

がこれらのフィールドをどのように埋められるかを示す。表の中の値は８章で定義されているＱｏＳクラ

ス定義に基づいている。「NA」はこのＱｏＳクラスが要求された時にはこのフィールドは埋められないこ

とを意味する。 

 

付表Ⅳ.2／ＪＴ－Ｉ３５６ ＡＴＭフォーラムシグナリングにより下り方向のネット 
    (ITU-T I.356)    ワークとインタワーキングする場合のＡＴＭフォーラム個別 
             パラメータフィールドの生成・補完規則 

 

 最大最大最大最大 CTD 
(注注注注 1) 

累積累積累積累積 CTD 
(注注注注 2) 

最大最大最大最大 CDV 
(注注注注 1) 

累積累積累積累積 CDV 
(注注注注 2) 

最大最大最大最大 CLR0+1 
(注注注注 1) 

最大最大最大最大 CLR0 
(注注注注 2) 

クラス1 
(厳格なｸﾗｽ) 

550 m秒 375 m秒 4 m秒 2 m秒 3×10-7 NA 

クラス2 
(ﾄﾚﾗﾝﾄｸﾗｽ) 

NA NA NA NA 10-5 NA 

クラス3 
(ﾊﾞｲﾚﾍﾞﾙｸﾗｽ) 

NA NA NA NA NA 10-5 

クラス4 
(Uｸﾗｽ) 
(注3) 

NA NA NA NA NA NA 

クラス5 
(厳格なﾊﾞｲﾚ
ﾍﾞﾙｸﾗｽ) 

550 m秒 375 m秒 6 m秒 4 m秒 NA 3*10-7 
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注１：ユーザが選択した目標値を表すために使われているフィールドは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３５６の要求

されたＱｏＳクラスのためのエンド・エンドの目標よりも若干大きい。これは次のことを仮定する、すな

わちユーザはＱｏＳクラス目標によって与えられる公衆ネットワークの値に、ＡＴＭフォーラム仕様に基

づく接続の一部からもたらされる値を加えた値で満足するだろう。 

注２：このようにしてコネクション設定の間に蓄積される損失の総計を表すフィールドは、要求されたＱｏ

Ｓクラスのエンド・エンドの目標より若干小さい。これは次のことを仮定する、すなわち、各々の上り方向

の公衆ネットワークはエンド・エンドのＪＴ－Ｉ３５６目標の割り当てられた部分に従おうとすること、そ

してこのコネクションは表 8-1／ＪＴ－Ｉ３５６の値が意味するワーストケースのコネクションよりいくら

か良いこと。 

注３：上り方向へのユーザが明示的に、若しくは暗黙の内に「Ｕクラス」を要求した時は、インタワーキン

グ機能は下り方向のネットワークに対して、個別のＱｏＳパラメータを一切割り当てない。 

 

 

 各々のパラメータ、最大ＣＴＤ、累積ＣＴＤ、最大ＣＤＶ、最大ＣＬＲ０＋１、および最大ＣＬＲ０につい

て、この情報が発呼ユーザによって生成されたのか、中継したネットワークが生成したものかを表示可能

である。これによってシグナリングプロトコルが必要な範囲を越えてこのＱｏＳ情報を伝達することを避

けられる。例えば、ネットワークが生成した最大ＣＴＤ、最大ＣＤＶ、最大ＣＬＲフィールドはエンドユー

ザには転送されるべきでない。 

 ＪＴ－Ｉ３５６はネットワークは下り方向のＡＴＭフォーラムドメインとのインタワーキング以外の目

的で使用するために個別のＱｏＳフィールドを生成することを推奨しない。
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